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「
テチカ海堆積‐物Jの大露頭

ネパール申北部ス、
コラ地域には中生界テチス海堆積物が広く分布

.

している。特にカリガンダキ川の上流 ジョムソン～カクベニ間に

は,三畳紀～白車紀前期の地層が大露頭を作って好露出する。:写真

の露頭は高さが約‐400嘔である。右下に河原を歩く人が小さく写っ

ている。インド亜大陸と■■ラシアの衝突により,テチス海堆積物

はスラズトシートを作り,招曲し,大きく隆起した。この露頭では

地層の上下が逆転しており。画面左半分のやや塊状に見える地層が

ジュラ紀前期の石灰れ 右半分の層理のはっきりした,招曲した拙

層は, ジュラ紀中期の石灰岩/泥岩互層である。 (研究ニュース参

照)

松本  良 (地質)
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博士課程を終える研究者の方々へ

博士課程を終了し,学位を得られた皆さん方に

心からお祝いを申しあげます。皆さん方は大学院

の間に自分の研究を進められ立派な成果をあげら

れたわけですが,研究者としてはこれからが本当

の研究の道に入るわけで,今その入り□に立たれ

たと言えます。会社や国立・民間の研究所等に就

職される方々も,多 くは今後も研究に関与する仕

事をされることと思います。

皆さん方はこれから研究者としての長い道のり

を歩んで行かれるわけですが,その道のりにおい

て幾つかの大きな
｀
壁
″があります。その壁を乗

り越えるかどうかで,そ の後の研究に,あるいは

研究者としての価値に大きな違いを生じます。壁

にぶっつかる時期は,人により, また分野により

差はありますが,多 くの人の場合,大学院を終え

てから数年の間に最初の壁があります。これは,

大学院を終えて一人立ちし, 自分の構想および方

法による本当の自分の研究を始めてから数年して

顕著な成果をあげられるかどうかという壁です。

もちろん,大学院の間に,指導教官に殆ど頼らず

に自分自身で研究を行い,顕著な成果をあげた方

も居られるでしょう。 しかしそういう人にも,大

学院を終えてからの数年間はその研究をさらに発

久 城 育 夫 (理学系研究科委員長)

展させられるかどうかという重要な時期です。大

学院を終えて奨励研究員などになられる方々は充

分な研究の時間があり, この重要な時期に研究を

発展させ得る可能性があります。他方,教官にな

られる方々は,学生の教育の他に,教室の種々の

仕事が重くのしかかって来て研究をする時間がな

かなか取れないかもしれません。また,大学を出

られる方々は,研究以外の仕事にも従事しなけれ

ばならないことでしょう。 しかし,研究者として

歩んで行かれる方々は, この時期に何としても研

究を発展させ,壁を乗り越えるよう努力していた

だきたく思います。周りもそれに協力することが

望まれます。前にも書いたかも矢口れませんが,ア

メリカなどでは,大学院を終えて assistant

professorに なっても,多 くの人は学生の教育を

熱心に行うとともに,懸命になって自分の研究も

発展させようと努力します。これは終身的な地位

を得るためもあるでしょうが,結果的には研究者

として伸びることになります。周囲も協力的で,

また予算的にもある程度考慮されている場合が多

いようです。日本ではまだ,大学院を終えてすぐ

の若い研究者が充分に研究を発展させにくい状況

で, この点を改善するために私達も努力しなけれ

ばならないと思っています。しかし,最 も大事な

ことは,皆さん方の意識と努力であり, あらため

て気持ちを引き締めていただきたく思う次第です。

研究者として乗り越えるべき壁は,40才代にも50

才代にもあり,研究者として生き残れるかどうか

を問われることになります。そういう壁を乗り越

えて研究活動を続ける人が真の研究者といえるで

しょう。日本では,一度大学の教官になると,壁

など意識しないでずっと居る場合が多いように思

われます。これは,私自身に対する反省も含めて
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言うわけです。しかし,皆さん方は,ずっと居る

にしても,真の研究者として生きるよう努力して

下さい。

若い研究者は研究に行き詰まって苦闘しなけれ

ば成長しないと思います。私は若い研究者が,研

究に行き詰まって,悩み,悪戦苦闘している姿を

好ましいと思います。別に意地悪い気持ちからで

はなく,それによって研究者として, また人間と

して成長すると思うからです。中には,研究に行

き詰まることもなくスムースに成果をあげるよう

な幸運な人もいますが,そ ういう人はスマートに

見えますが,研究者としてあまり深みを感じませ

ん。長い日でみると,若い間に研究で苦闘した人

の方が後に研究者としてより大きく成長するよう

に思えます。もちろん,研究に行き詰まって苦闘

をくり返し, それを乗り越えて新しい境地を開く

ことが望まれるわけです。しかし, たとえ新 しい

境地を開き得なくても,研究者として成長して行

く為に充分に意味のあることと思うのです。従っ

て,研究を進めている間に行き詰まつても, それ

は自分の成長の為の糧と考え,諦めずに粘り強く

研究を続ける努力をして下さい。

それから,研究を行うに当たってはスケールの

大きい, あるいは出来るだけ普遍的な問題と取り

組んではしいと思います。これについては,人に

よって意見が違うかも知れませんが,若い時の研

究テーマは一生関わることになる場合が多く,大

きな,普遍的な問題と取り組んでいることはその

後の研究にとって重要であると思います。そのよ

うな問題と取り組むと,当然乗り越える壁も大き

くなり, それだけ苦しみも大きくなるでしょうが,

大きな壁に挑戦する意気を持ってほしいと思いま

す。また,それとは多少違うことですが,研究に

は正確さと致密さとがもちろん必要ですが,それ

と同時に,若い頭脳にひらめく自由な発想が極め

て重要であり, そのような発想を大切に育てるよ

う心がけてはしいと思います。ある著名な画家が

次のようなことを言っているのを読んだことがあ

ります。「若い画家の中には,色 も形もよく整い,

どこにも欠点はないが胸をうたないような絵をか

くのがいる。一方,薪ざっぱうを振り回している

ようであるが, どこか胸をうつ絵をかくのがいる。

結局, ものになるのは,後の方の画家である」。

論文で,薪ざっぱうを振り回しているようなもの

は読んでもらえないかも知れませんが,よ く整っ

ていなくても何か胸をうつような発想がある論文

は魅力があり, その後の研究の発展につながるよ

うに思います。

以上いくつか,行 うことがなかなか容易ではな

い注文を述べました。いずれにせよ, これからの

自然科学の発展は,皆さん方にかかっているわけ

です。あえて日本の自然科学などとは言いません。

どうな 未知の領域を開拓する意気を持ってご自

分の研究を押し進めて下さい。 (3月 29日 の理学

系研究科の学位授与式の挨拶に多少手を入れたも

の)
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ティーチングアシスタントの試行について

理学部では平成 2年度冬学期ティーチングアシ

スタントを試行いたしました。ティーチングアシ

スタントの実施にいたるまでの経緯,実施の状況

などをご報告いたします。現在,試行の結果をま

とめるべく, アンケートを実施し, その結果を集

計中ですが, まだ集計が完了しておりませんので,

それについては別途ご報告することにいたしたい

と思います。

ティーチングアシスタントの制度は,米国では

かなり以前から広くとり入れられておりますが,

わが国ではこれまで組織の仕組みのちがいからは

とんどとり入れられておりません。理学部での実

施に先立って,国内の状況を把握するために若千

の調査をいたしました結果, いくつかの国立大学 ,

私立大学で行われてはおりますが, いずれも本格

的な予算措置に基づいたものではなく, また, 内

容も大学入学後まもない学生を対象とした一般教

育の演習,実験,実習の補助というものが多いよ

うです。

今回の試行も,国からティーチングアシスタン

トの予算がついたものではなく,教育研究特別経

費によるものです。これは,大学における教育研

究の一層の充実発展を図るために,総長の判断に

より,適切なプロジェクトに対して必要な経費を

適宜執行できるように配分されている経費です。

特に,有馬総長が,博士課程の学生が経済的に自

立できるような環境づくりをすることが,大学院

重点化へ向けても重要であるとのお考えをお持ち

で, とりあえずは,教育研究特別経費によリティ

ーチングアシスタントの試行を行ってみるのがよ

いというご意向を示され, 500万円の予算を確保

してくださいました。また,理学部においても,

理学部教務委員会

委員長  益 田 隆 司

理学院構想のなかで, ティーチングアシスタント

相当のものを実現することを要望していたところ

から,試行を理学部でやってみようということに

なったわけです。そして,教務委員会が実現へ向

けての担当となることをおおせつかりました6今

回の試行は当面は 2年間ということですが,試行

の結果をみて本格的にはじめるのがよいと判断さ

れれば, そのための予算措置を強く要求していく

ことになると思います。このような背景から,今

回の試行は重要な意味を持っているわけです。

今回の試行の特徴は,一言でいえば,博士課程

の学生が学部の専門科目の教育を担当するという

ことです。これはいくつかの意味を含んでおりま

す。博士課程の学生は,次の世代を担う教育研究

者の有力な候補であり, それらの学生に経済的な

支援を与えることによって,研究条件を改善する

効果が期待されます。また, 自分の研究分野に近

いところで後輩の学部学生を指導することは, 自

分自身の学問的基礎を見直し,深め,広めること

についても大きな効果があるものと考えられます。

また,指導を受ける側の学部学生にとっても, ま

さに第 1線の研究者になることを目指している数

年先輩の大学院学生に指導を受けることは,単に

学部の授業の教育効果が向上するということだけ

ではなく, 自分の将来の進路を決定するにあたっ

ても大きな影響を及ぼす可能性もあるということ

がいえるのではないかと思います。以上のような

ことは,他に比較して,大学院進学率が高い理学

部では,特に強くいえるのではないでしょうか。

ティーチングアシスタントにはこのようなよい

側面だけではなく,安い労働力を確保するための

手段ではないか,教官の雑用係になってしまうの
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ではないか,助手との関係などであらたな問題が

発生するのではないか, などといった懸念もしば

しば指摘されております。今回の試行では, この

ような問題点がどの程度あるかといったこともあ

わせて具体的に把握する必要があります。

ティーチングアシスタントは各教室から提出さ

れたティーチングアシスタントをとり入れる科目

名, そこでの仕事の内容,雇用の時間,雇用の人

数などに基づいて,公募によって募集することに

いたしました。予算の関係から雇用できる人数も

少ないので,教務委員会では,各教室に雇用でき

る人数を割り当てて 選考は教室にまかせてしま
うのがよいのではないかという意見もありました

が,総長,学部長は,学生のティーチングアシス

タントに対する関心の強さを把握することの必要

性,および,テ ィーチングアシスタントを希望す

る学生の意思を尊重することの重要性から 公募
をすること また,選考は各教室で行うのではな
く 教務委員会が責任を持って行うことの 2点を
要望されました。教務委員会で検討の結果, その

線ですすめることになりましたが,結果として,
正しい選択であったと考えております。

また,予算の関係から,雇用できる人数が少な

いこと, ティーチングアシスタント実施の効果を

把握する必要があるということから考えると,理

学部の多くの教室で分散して実行するのではなく,

2～ 3の モデル教室を選んでそこで集中的に実施

するのがよいのではないかという意見が総論とし

てはかなりありましたが,一方で, ほとんどすべ

ての教室が是非実施したい, たとえ割当てが 1名

でもやってみたいというご希望であり,結果とし

ては,集中方式ではなく分散方式ということにな

りました。これもまた,正 しい選択であったと思
います。

以上,実現にあたっての概要を述べてまいりま

したが, これ以外に申し述べておくべき点として

は以下のようなものがあります。

1 身分は時間雇用の非常勤職員とする。
この点に関しましては,予算費目の関係等

を事務当局で検討していただいて, このよう

な扱いになりました。

2.1人 の雇用時間は,月 50時間を標準として,

全体の採用数は 103人月とする。

全体の予算が500万 円であって, 1.に よる

雇用の時給が 1,000円弱ということから,採

用数がきまりました。ただ, lヶ 月の雇用時

間を何時間を標準とするかについては,雇用

できる人数との関係から教務委員会でかなり

議論をいたしました。

3 災害の補償については,国家公務員災害補

償法の規定に基づく。

そして,平成 2年 8月 27日 ～ 9月 10日 を申込

み受付け期間として, 9月 3日 には説明会を開催

いたしました。説明会には,52名 の参加がありま

した。そして,募集期間中に63名からの応募があ

りました。ティーチングアシスタントとして応募

する資格のある学生は,原則として,博士課程 1,

2年次の学生といたしました。理学系研究科全体

で 371名 がこれに該当いたします。応募した学生

はその約17%に あたるということになります。 9

月14日 開催の教務委員会において,各教室の意向

を勘案の上,49名 をティーチングアシスタントと

して,採用することにいたしました。 したがって,
1人あたりの平均の雇用時間数は50時間×103/

49=105時間で,当初に教務委員会で考えていた

1人あたり月50時間,冬学期中の 6ケ 月間雇用で

合計 300時間の約35%に あたります。すなわち,

500万円の予算で16～ 17名を雇用する,教室によ

っては,雇用時間の細分化もあると考えられるの

で, これよりも若千人数は増えるだろうと考えて

おりましたが, ほとんどの教室で, 1人あたりの

雇用時間数を減らしても,できるだけ多くの学生

にティーチングアシスタントの経験をさせたいと

いう意向がきわめて強かったことを示 しておりま

す。今回は,各教室に割り当てるティーチングア

シスタントの数を応募資格のある博士課程 1年次,

2年次の学生数に応じて予め大まかに決めておき,

各教室から提出された募集内容にある採用人数も
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その数にしたがらたものであったわけで, それで

もこれだけの応募があったということは,潜在的

にはさらに多くの希望者があったのではないかと

推察されます。表に,各教室ごとの応募人数,雇

用人数,割当て人・月を示しておきます。

ティーチングアシスタントを終了後, ティーチ

ングアシスタントに採用された学生,雇用した教

官, さらに授業を受けた学生に対して, アンケー

トを実施させていただきました。特に,前 2者に

対しては, ほぼ同様の項目についてかなり詳細に

質問を行いました。現在, その結果を集計中です。

アンケートにご協力いただき有難うございました。

この試行は,今年度も行う予定で準備を進めて

おり,昨年の経験をバゝまえてより充実したものに

なるように,応募を考えている学生, および雇用

を計画されている教官の方々のご協力を賜りたい

と思います。今年度については夏学期からとり入

れたいというご希望もいくつかの教室からあり,

はやい時期にその検討もいたしましたが,現在の

予算の種類の関係から少くとも今年度については

夏学期からの試行は難しいということが事務側か

らの回答でした。もし来年度以降も続けるという

ことになれは 当然,年間をとおして実施をする
必要があると考えております。

最後に,今回の試行の機会を与えていただいた

有馬総長をはじめとする関係者の方々に深く感謝

の意を表します。また,本年 3月 まで学務課長で

いらした豊島学務課長,理学部事務の方々,特に,

教務,給与,人事の方々にはお手を煩わせました。

なかでも,金子教務掛長には,実現するまでの過

程において大変なご協力をいただきました。これ

らの方々に,教務委員会を代表いたしまして,心
からお礼を申し上げます。

応募人数 雇用人数
て
月
当

・

割
人

数 学 2 9

情 報 科 学 1 1 3

物 理 学 8

天 文 学 6

地球物理学 7 5

学 4 4 6

生 物 化 学 3 3 6

動 物 学 7 7 7

植 物 学 6 6

人 類 学 4 4 6

地 質 学 0

鉱 物 学 4 2 6

地 理 学 1 1 6

△
計 49

1人・月=50時間
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飯野徹雄先生の紫綬褒章授賞によせて

平成元年 3月 に本学を定年退官された飯野徹雄

先生が, このたび,「細菌の鞭毛に関する遺伝学

的研究」により,紫綬褒章を授賞されました。植

物学教室をはじめとして,理学部にとっても大変

喜ばしい事と,心からお祝い申し上げます。ここ

に改めて,飯野先生の御経歴と御業績を紹介させ

て戴きます。

飯野先生は,昭和26年 3月 に東京大学理学部植

物学教室を御卒業後,東京大学大学院理学系研究

科植物学課程に進学,故篠遠喜人先生の研究室で

微生物の変異に関する研究を始められましたが,

昭和27年 9月 に国立遺伝学研究所の研究員として

任官されました。昭和30年 1月 米国ウィコンシン

大学のレーダーバーグ博士のもとでサルモネラ菌

の鞭毛相変異の研究を開始され,昭和33年 6月 に

Ph,D,取得の後,国立遺伝学研究所にもどられ,

鞭毛に関する研究を独自に展開されました。昭和

37年 2月 東京大学から理学博士の学位を得られ,

昭和40年 9月 には国立遺伝学研究所微生物遺伝部

長に昇任されました。昭和46年 4月 東京大学理学

部教授に転任され,遺伝学講座を担任,併せて大

学院理学系研究科植物学課程を担当されました。

学外における御活躍も著 しく,そ の全てをここに

東 江 昭 夫 (植物学教室)

御紹介はできませんが,昭和62年,63年は遺伝学

会会長としての重責を果たされ,昭和54年 3月

「大学等の研究機関等における組換えDNA実 験

指針J制定のために学術審議会に参画されて以来 ,

我国の組換えDNA実 験の推進に中心的な役割を

はたしてこられました。現在も,早稲田大学大学

院人間科学研究科委員長,学術振興会学術顧問,

農林水産技術会議委員として御活躍中であります。

国立遺伝学研究所時代ならびに東京大学時代を通

じて,多 くの優れた研究者を育成され,その方が

たとの共同研究も含めて以下に御研究の一端を御

紹介いたします。

飯野先生は,微生物遺伝学の分野で多くの先駆

的な研究業績を挙げられましたが,特にサルモネ

ラ菌の鞭毛相変異現象の遺伝学的解析は,国際的

に高い評価を得ています。サルモネラ菌は, 2種

類の異なる鞭毛構成蛋白 (フ ラジェリン)遺伝子

旦■, H2を もち, これが交互に発現する現象は

相変異として知られていました。この相変異の過

程で, H2が活性,不活性の状態を動揺し, H2
が活性状態にあるときは, Hlの発現を抑圧する

事を見いだされ,鞭毛相変異に関する遺伝学的説

明を初めて与えられました。さらに, H2の揺動

を支配する遺伝子 υん2を発見し, υん2が ″2遺

伝子の近傍に位置する事, 〃2活性の正逆方向ヘ

の変異に有効である事に加え, 〃2の揺動が特定

領域 DNAの 可逆的逆位による事,お よび, この

領域内に存在するυん2遺伝子の産物がその可逆

的逆位反応を触媒する酵素DNAイ ンベルターゼ

である事を証明されました。これは, DNAの再

編成による遺伝子発現調節機構の先駆けとなった

著名な業績であります。一方,飯野先生は,種々

のフラジェリン変異体を分離され,鞭毛形成に係
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わる分子集合の様式)構造変換など,生物物理学

分野の貴重な研究材料を提供してこられました。

飯野先生のグループは,サルモネラ菌の鞭毛に関

する御研究をさらに広げ,運動に関する多数の突

然変異体を分離し,それらの遺伝的解析結果から,

50有余の遺伝子を同定し,それが染色体上で集団

で構成している事, また,その集団の中のオペロ

ン構造を明らかにしました。さらに鞭毛形成に関

して,遺伝学的手法に加えて電子顕微鏡観察,試

験管内蛋白合成などの分子生物学的手法により,

鞭毛形成のカスケードを明らかにすると共に,鞭

毛構造形成そのものが鞭毛遺伝子の転写調節に関

わっている事を示しました。これらの御業績は,

生物学の普遍的な問題である形態形成機構を分子

レベルで考える手がかりを与えているものと高く

評価されています。

このように,飯野先生は細菌の鞭毛形成に関す

る問題を解明されましたが,現在未解決の問題も

まだまだございます。これらの解決に向けて, ま

た,御趣味として取り組まれていらっしゃいます

「バ、くろうの文化史Jの考察につきましても, い

つそうの御活躍をお祈りいたします。

《新任教官紹介 》

大阪から東京へ転勤となってすでに 1年余りが

たち,東京で暮らしていることに何の違和感も感

じなくなってきました。大阪で育ち,東京で大学

生活をおくり,大阪で就職し,東京で再び暮らす

という経歴をたどると,世間というものに比較的

鈍感な私のような人間でも,東京と大阪の文化の

違いにだんだん気がつくようになってきました。

この東京と大阪の比較というのは, よく耳にする

東京と大阪の間を往復 して

井 本 英 夫 (化学教室)

話題ですが, その間を往復して暮らしてきた人間

にとっては切実な問題ですのでとりあげさせてい

ただきたいと思います。

まず第 1に大阪という言葉の意味するところも

東京と大阪では違っています。東京では,大阪も,

関西もほとんど同じ意味合いのものとして使われ

ているようです。それどころ力、 東京からみると

箱根より西,特に関ケ原より西は,西のほうとい

う形でくく.ら れてしまう傾向があるようです。と

ころ力ヽ 人間の地理感覚はどうも対数日盛りでで

きているようで,大阪で暮らしてみると,京都,

神戸,和歌山等々がはっきりと別世界に見えてき,
これらを一緒にまとめて扱うことなどということ

は不可解なことに感じられるものです。さらに,

狭い大阪といえども,その中には,摂津 (北部),

北河内 (東部), 南河内 (南東部), 和泉 (南西

部), 大阪市内と, それぞれ小世界を作っており,

言葉も気質も少しづつ違っています。私は南河内
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で育ち,最近数年間北摂で暮らしたのですが,北

部のかなり多くの人々にとって,大和川より南は

きたない言葉を使う恐ろしいところというような

感覚があるようです。もっとも,大阪内部のこの

ょうな差異を作り出していた地理的条件, たとえ

ば,大阪湾沿いの漁港や,北部丘陵の広大な竹林

といったものはほとんどなくなりつつあり, さら

にテレビが大阪弁を均質化しているため, このよ

うな小世界は消えつつあるようです。

かつて,東京から大阪へ行ってまず目についた

ことは,大阪ではエチケットに関してあまりよろ

しくない人々の比率が高いことでした。これはお

上の威光というものがあまり届かぬ土地ゆえ,み

んなルール違反というものをさほど罪悪視 しない

土地柄のせいでありましょう。 しかし,最近では

東京と大阪との行儀の悪さにさほどの差はないよ

うに思います。東京のあまりの人口密度の高さは,

東京の人々の行儀の良さを失わせつつあるように

思います。東京育ちの人が大阪へいっても最近は

さほどのショックは受けないでしょう。ただし,

お上の威光というものに対する感覚の違いは今も

残っているようで,子供の世界でも,東京では警

察と泥棒にわかれる遊びが,大阪では盗っ人と探

偵になります。つまり,大阪の子供の感覚では,

善者対悪者という図式のなかで警察は必ずしも善

者には属さないのです。

人間と人間との接し方というのは今も東京と大

阪では少し違うようです。まず些細なことから挙

げますと,東京から大阪へ, あるいは, その逆に

移った直後には,食堂で何かを注文するような時

になにかしらタイミングがあわず, よそものとし

て不審に思われているような気がしてなりません。

どうも料理の注文というものは,東京では,他の

仕事をしながらでも間けるもののようですが,大

阪では大衆食堂でも客に御注文を伺いますという

態度を示してから,聞 くもののようです。大阪で

は人は面と面とを向かい合わせねばならないので

す。

違う土地の人の間で行き違いが起こりやすいの

は,お互いに相手をよく知らないときです。親し

くないときは,人は差し障りのないことを少し話

すだけですから, ごくわずかな情報から相手の考

え方を推定しようとします。たとえば,ち ょっと

した言葉の使い方や,何を話題にするかというこ

とを手がかりとします。すると,人がこういう話

し方をするのはこういうことを考えている場合だ

というバゝうな推定を無意識のうちにすることにな

ります。しかし, そのような話し方の習慣などと

いうのは土地により異なっていますから誤解が生

じることになります。ある程度相手についての情

報が蓄積されてくると, この人はこういう話し方

をする人だと思うようになるので, さほど頻繁に

は問題は起こらなくなるようです。

しかし,それでも大阪の人は,東京の人は言い

方きついからかなわんとおこり,東京の人は関西

人は頭にくる言い方をすると腹をたてることがよ

くあります。このようなことは,最初は, 言葉の

ニュアンスが通じないことからくるものかと思っ

ていました。たとえば,大阪の言葉は,東京の言

葉にはない敬語や丁寧表現があるので,東京の人

の言葉はぶっきらぼうに聞こえることがあり,大

阪の人の丁寧語は東京の人には丁寧に聞こえませ

ん。このようなことは,意志の疎通の邪魔になる

ことは確かです。しかし,実際によく調べてみる

と,そんな単純な行き違いが原因となる衝突はむ

しろ少ないように思います。衝突の原因はいろい

ろあるのでしょうが,私が聞いた説のなかで一理

あると思っているのは次のようなものです。人が

何かまずい仕事をしたとします。そのとき, その

まずい仕事を非難・攻撃することは,大阪ではそ

の人の人格自体を非難・攻撃することと等価なこ

ととみなされます。しかし,東京ではその人のや

ったこととその人の人格とは一応切りはなされて

おり, ストレートな言い方は親しさの表現でもあ

るとされて,む しろ好ましいと考えられていると

いう説です。したがって,東京では, その人の能

力や意欲といったものを非難しないかぎり, まず

い仕事は率直に非難してもよいことになります。
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いぅぽう,大阪ではまずい仕事を攻撃しても, そ

の人自体を非難 しても同じことになるので,相手

の立場を配慮しながら,逃げ道を残 して非難する

必要があるということになります。大阪では,人

間とは,すなわちその人のやったことだという現

実的な見方が根底にあるのだと思います。

話は変わりますが,私がかつて東京にいたとき

に不思議に思ったことのひとつは,実験室のあち

こちにガスボンベがあるのにボンベを開閉するた

めのレンチが 1本 しかなく,捜 し回らなければな

らないことがよくあることでした。大阪の研究室

では, ボンベが置いてあるところには 1本のレン

チが置いてありました。レンチは 1本何百円かで,

20年くらいは使えます。それなら買ったほうが得

だというのが大阪風の短絡的合理性だと思います。

東京ではそれを買わないのはレンチは 1本あれば

足りるのだから, それをきっちり定位置に戻すよ

うにして使おうという謹厳実直さの現れであるの

でしょう。

兵庫県
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以上とりとめのないことを書いてきましたが
,

結局のところ,大阪という土地は現実を現実とし

て受け入れようとする土地柄といえると思います。

そこには,深遠なる哲学を生み出す土壌があると

は思えません。美女の姿の中にその骸骨を見通し

てしまうような鋭い思索をはぐくむような土地で

はないと思います。しかし,大阪の人間のもつ合

理性への志向は,物事をその表面的な形式ではな

く, その本質で捉えようとする精神でもあると思

います。つまり,表面の衣装と骸骨との中間を見

ようとするところに大阪の文化の最良の部分があ

ると思います。そのような土地で育った人間とし

て,無機物質の世界を探って行きたい, いろいろ

な無機物質について, なぜこんなものがこんな構

造を持ってこの世に存在するの力、 数多くの事実

の殻のひとつ裏側にあるものをつかまえていきた

いと思います。
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私の見た大阪という世界
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着 任 一 年 目の 弁

新任教官としての自己紹介は既に一度書きかけ

ていたのですが,前回の期限に間に合わず一年目

の弁になったこと先ずはお許し願いたいと思いま

す。私は,理学部植物学教室で学部を卒業し,大

学院も引続いて在籍しましたので,経歴上一見古

巣へ帰ってきたようにも見えますが,大学院は駒

場で過しましたので本郷へは実に22年振りという

ことになり,む しろ全く知らなかった場所へ来た

という方が事実に近いと思います。また,職に就

いてからも教養学部基礎科学科,名古屋大学理学

部,基礎生物学研究所それに若千の在外経験を経

ましたので,本学部を常に外より見てきたことに

なります。従って, ここでの弁も他との比較とい

う角度からということになりましょう。 とは言っ

ても在外経験のマックスプランク研究所 (生物学

および育種学)が,研究一本であり運営がかなり

異なることを除けば, 日本という土壌である以上

そう異なる筈もありません。その点では本学部で

改めて新鮮に感ずるのは,学生数が以前よりやや

多くなっているかもしれませんが,極めて少ない

ことです。学生諸君も総じてインテリジェンスに

溢れているように思え,研究教育の環境としてや

はり優れているように思えます。しかしながら,

長 田 敏 行 (植物学教室)

私の研究の場とする領域 (遅ればせですが,研究

室の名前は,公式には植物学第二講座ですが,対

外的には植物生理学および植物分子生物学を名乗

っております)の場合,研究領域が発展途上にあ

るためか,な りお、りかまわず,退 しさのみという

面持ちでそれぞれに成功を収めている人も多いの

を見るにつけ,競争原理と勇敢さも重要なファク

ターでないかとも思っています。また, 日LIl感 じ

ていることとして, あらゆる場面で国際化が唱え

られておりますが,結局のところ科学の出発点は,

個人ですから個の特徴を出しつつ,全体的貢献を

することかと思いますが,本学部でも国際的状況

の中でいささかでも働きができればと思っており

ます。

研究室の看板は,上に述べたとおりですが,研

究対象は,高等植物の細胞分化です。植物細胞は,

分化した組織から取りだしても,適当な培養条件

で培養すると再度分裂を誘導し,植物体にするこ

とができ,分化の全能性とよばれています。しか

もそこでのキイファクターはいわゆる植物ホルモ

ンといわれるオーキシンやサイトカイニンです。

高等生物で分化の制御を尋ねるときほとんどわか

っておりませんが, この植物細胞の示す比較的簡

単な条件での分化の制御は高等生物の分化の機構

解析のモデル系として優れていると考え, その分

子レベルの機構解明を研究の看板としております。

同時にこの系には植物細胞の特徴が濃縮されてい

るとも思っていることもこの系にこだわるもう一

つの理由です。具体的には植物ホルモンで発現制

御される遺伝子群の解明ということになりますが,

その個別の内容は,研究ニュースの方に譲ります。

この研究では,同時に分化して分裂を停止した細

胞が再度分裂を開始すると言うことで細胞周期か

-12-



らのアプローチが必然的に伴ってくるので植物細

胞の分化にIO・ ける細胞周期の見地からの解析がも

う一つの看板です。

ところで, この研究は実に私の大学院の仕事に

始まると言ったら,なんとのんびりしていること

かと思われるかも知れませんが,科学の世界の予

想外の重要性の一つの例の様にも思えますので少

し紹介致 します。大学院での研究は植物プロトプ

ラストから植物個体を再生することを中心として

おりましたが,実は初めの着想は,プ ロトプラス

トは植物細胞で唯一の単細胞であること,細胞壁

がないので分画も容易であろうということでプロ

トプラストを用いて植物ホルモンの作用を探ろう

として,先年亡くなられた名古屋大学 建部 到教

授 (当時は新設の植物ウィルス研究所におられた)

の研究室に弟子入りし,一年余滞在しました。と

ころが結局培養系が確立していないのでまずそれ

を片付けてということになったのですが, そこで

できたことは世界で最初のプロトプラストよりの

個体再生ということでした。ただ当時はこの事の

意味を理解する人々はほとんどなくて,最初に注

目されたのはマックスプランク生物学研究所のメ

ルヒャース教授で, その後も様々の関わりをもっ

ております。その後幸いなことに,植物プロトプ

ラストは細胞融合法の開発,形質転換系の開発が

あり,植物での細胞工学あるいは遺伝子工学の最

も重要な役割を担うようになってきたことで,私

もある期間そういったテーマに係わってきました。

しかしながら,数年前に遺伝子の解析方法も進ん

だことであるし,当初の課題にいまこそ取掛かれ

るのではという事で,現在の研究テーマを始めま

したが,始めたいと思ってから17年振りに取掛か

った次第で,現スタッフの高橋助手の有力なサポ

ートも得て研究の方向が見えてきたと思っており

ます。あとどれだけすると研究の収敏が見えてく

るかは未だ分らない状況であることは大変幸いで

あると思っております。

最後に,私にとって新しい職場を得ることは常

に研究だけでなく, 多くの点で得るところがあり

ましたが,赴任して一年経った今ここでも魅力あ

る接触と有益な刺激が多く, 本学部でも経験を生

かしていささかの貢献ができればと思っているこ

とを述べて赴任一年目の弁とさせていただきます。
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昭和30年 (1955年)9月 13日 ,新潟県長岡市に

生まれ,高等学校を卒業するまで長岡で過 しまし

た。私が小さい頃は,学校が終ると一日中,校庭

や近所の空き地, 田んば,畑)川 などで友達と遊

んで過すという毎日で,昨今の都会の子供達とは

随分違う生活でした。現在,二人の娘 (5歳と 0

歳)がおりますが,子供をとおして昔と今を比較

すると社会の変化 (都会と田舎の違いかもしれな

い)を感じないわけにはいきません。中学校は新

潟大学の附属中学校に行きました力ヽ 今思うと,

立派な先生方が多かったと思います。中学時代は

軟式テニスに熱中していました。高等学校は県立

長岡高校に行きました。地方であったせいか受験

に関して今ほど騒いでおらず,高校時代も比較的

のんびり過しました。昭和49年に高等学校を卒業

したのち,東京大学理科Ⅱ類に入学して, はじめ

て親元を離れて生活するようになりました。当時

としても数は少なかったのですが,賄付の下宿に

入りました。まあ小さな寮という感じで,い ろい

ろな人達 (東大生や東大以外の大学生,社会人 )

と接する機会を得ました。子供のころは食べ物の

好き嫌いの多いほうでしたが,下宿してからは,

全く好き嫌いがなくなり,集団生活も悪くないと

古 川 行 夫 (化学教室)

思います。駒場の頃は,学問分野の実際などが分

るはずもなく,将来どうしようかと悩んでいたよ

うに思います。結局,理学部化学科に進学し,博

士課程 1年を終了後,中途退学し,東北大学薬学

部の助手となり, 5年 9カ 月の間,仙台で過しま

した。昭和63年 1月 に理学部化学科に助手として

戻ってきまして,平成 2年H月 から講師となり教

授会の一員に加えていただくことになりました。

卒業研究は化学教室の田隅三生教授の研究室で

行いました。テーマは導電性高分子のモデル化合

物 (β ―カロテンーヨウ素錯体)の振動スペクト

ルの測定に関するもので,それ以来,途中様々な

ものに手を出しましたが, π電子系の構造とダイ

ナミックスに興味をもって研究を続けています。

導電性高分子の研究をはじめて少したった頃,物

理学者からソリトン, ポーラロン,バイポーラロ

ンなどという概念が提唱され,何とかして化学屋

なりにそれらの姿をとらえたいと思ってきました。

何でも一度は自分でやってみないと気がすまない

性格のせいでしょうか,合成や電気伝導度測定 ,

装置の組み立て, スペクトルの測定,基準振動計

算などいろいろな事をやってみました。私は研究

者としては奥手なのでしょう力、 30歳 くらいから

よく物事が見えるような気がしてきて,研究が本

当に面白いと感じるようになってきました。現在

は, 田隅研究室で,大学院生と一緒に,近赤外光

励起ラマン分光を用いて定常状態にある導電性高

分子の研究を行っており,化学屋なりにポーラロ

ンとかバイポーラロンをとらえられるようになっ

てきたと思っています。東京大学に戻ってきて,

高価な装置を使用できる機会もありそうなので,

これからは, ダイナミックスの研究もラマン・赤

外分光法を用いて行ってゆきたいと考えています。

拶挨

●
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化学者としては, C=C結合やC― C結合の長さ
が容易に変わるということは,少 し妙な感じがし

ますが,励起状態が構造の変位をひきつれて動き

回る姿は,非常に面白いと感じられます。私の場

合,多 くの研究者と知り合い, なにげない会話の

中で科学に関して受けた刺激は,現在の私の研究

に非常に役立っております。自分と発想の異なる

研究者と議論することにより, 自分の研究を外側

からみつめ, これまでは考えもつかなかった新し

い発想を得ることができるからです。まさに「学

而不思則岡 思而不学則殆」だと思います。海外
の学会に出席した折にも,互いの発想を理解 しあ

えたとき,本当に喜びを感じました。今後も多く

の方々と良い関係を築いてゆきたいと思います。

東京大学を出るまでは学生であり,戻 ってくる

ときは職員であったせいでしょうか (年のせいで

しょうか), 大学や学生に対する感1想 も,昔と今

とは全然異なるように思えます。私が東京大学に

いない間に,本郷キャンパスでは,新 しい校舎も

建ち,山上会館も建て直され,大学の環境も随分

整ってきたと思いますが, まだまだ充分とは感じ

られません。夏になると,今の時代,せめて全館

冷房にならないヵ、なあと夢想しています。人試制

度は私が受験した頃は国立大学が一期,二期校の

時代であり, その後共通一次が導入され,現在で

は, また昔に近い形に戻っているわけです。まる

で, ファッションの流行のようで滑稽な感じがし

ます。職員になると学生のことも気になりだしま

す。東京大学の学生は,やはり頭の回転が速いと

いう印象を受けますが,裏返せば,やや粘り強さ

に欠けるかもしれません。また,時には自己を客

観的にみつめることも必要ではないかと思います。

大学の教官の勤めの半分は教育,半分は研究で

あるわけです0 その立場になってみると, 自分
の力のなさが感じられ,やはり先輩の先生方は偉

かったんだと思う次第であります6と りとめのな

い自己紹介になりました力ヽ せっかく東京大学で

研究できる機会を得たわけですから, 自分自身の

科学をできるだけ進‐展させ,延いては,理学部の

発展に貢献できれば幸いと考えております。
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「原子・分子からクラスターヘ」

新任教官の紹介として,広報に紙面を頂きまし

た。広報に筆を執ることは滅多にないと思います

ので, この機会をお借りして,研究の紹介をさせ

て頂きます。

ここ数年,気相の「クラスターJを対象にして

仕事を進めています。クラスターは,弱い分子間

力によって,数個から数百個の原子や分子が会合

した気相の分子集合体です。クラスターは,孤立

した原子・分子と凝縮相との間にある「中間相」

と考えられることから, この分野は多くの隣接分

野間の境界にあります。例えば,Niels Bohr研究

所の原子核の研究者は, クラスターと原子核の類

似に注目して, クラスターの安定性に関する問題

に取り組んでいます。私自身は,化学の立場から,

気相クラスターの幾何構造や電子構造, そして反

応のダイナミクスに興味があります。

我々のグループでは,超音速分子線法と呼ばれ

る手法を用いて真空中でクラスターを生成し,質

量分析法で検出しています。最も代表的な例とし

て,図にアルゴンクラスターの質量スペクトルを

示しました。 8気圧程度のArガスを50 μmの細

孔から真空中に吹き出すと,等エンタルピー的な

膨張によって冷却が起こり,van der Waals力 で

永 田   敬 (化学教室)

会合したAr原子の集合体が生成します。このクラ

スターに電子を衝突させてイオン化し,飛行時間

型質量分析計で検出したのが,図のスペクトルで

す。各々のイオン強度は, クラスターイオンの安

定性を反映しています。周囲に較べて,顕著に大

きな強度を持つピークは, より安定なクラスター

イオンに対応します。このような特に安定なクラ

スターの会合数を「マジック数」と呼んでいます

が,Arの場合には,14,16,21,27な どがマジッ

ク数になっています。このスペクトルを眺めてい

ると, これらのクラスターはどのような形をして

いるのだろうれ 電荷はどこに集中しているだろ

うた という疑間が湧いてきます。このような素
朴な疑間でさえ,その答えが明らかになったのは,

つい最近のことです。レーザー分光法を用いた我

々の研究では, これらのクラスターイオンの中に

三量体の芯イオンが存在することが,実験的に証

明できました。また, これまでの研究で,最安定

構造や電子状態がサイズとともに変化していく様

子が, おおよそ理解できたと考えています。余談

ですが,実験に用いている真空装置は,数年前に

設計したものですが,化学教室内にある装置とし

ては,最も大きな部類に入ると思います。

さて,「 これがクラスターです。」 と試薬瓶に

入れて見せられないのが,気相クラスターの常な

のですが,最近になって例外が現れました。いま

話題になっているC60(fullerene)です。Rico大

学のグループが,炭素クラスタービームの中に,

C60と いう極めて安定な化学種があることを見つ

けたのは1985年です。その構造はサッカーボール

状である (サ ッカーボールの縫目の頂点は60個 あ

る)と 予想されていました。ところが,昨年の夏

に,ArizOna大 とMax Planck研究所の共同研究
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によってC60が単離され,さ らにこの4月 には,アル

カリ金属を ドープした C‐60の薄膜で, 超伝導の転

移温度が18Kま で上昇することが,Bell研究所か

ら報告されました。これは, いち早くTVに取り

上げられましたが,その中で,解説者が「これま

で, その形状の面白さだけで興味を持たれていた

C60が, 有機超伝導物質として脚光を浴びている。

何の役にも立たなかったクラスターにも,つ いに

実用への道が開かれた」という主旨のコメントを

していました。何の役にも立たないというところ

が大いに気に入って,思わず笑ってしまいました

が。

閑話休題。なぜ, このような気相の分子集合体

に研究を進めてきたのかを述べて,結びにしたい

と思います。大学院時代には,朽津耕三教授 (現

長岡技術科学大学)の もとで気相反応素過程の研

究を行っていました。今でも「専門は何ですか。」

という問いには「分子反応動力学です。」 と答え

ることにしています。さて, 当時の気相化学反応

の分野は「State to_State Chemistry」が全盛の

頃でした。どのように複雑な化学反応でも,幾つ

かの簡単な反応の組合せによって構成されていま

す。そこで,複雑な反応の鎖をばらばらに分解 し,

そこに含まれる一つ一つの反応を詳しく調べれば,

化学反応の全体を理解することができる筈です。

これが「State tO_State Chemistry」 の根底に

ある考え方です。State_to State Chemistryで

は, あらかじめ量子状態を揃えた粒子を出発物質

として化学反応を起こし,生成した粒子がどのよ

うな量子状態に出現するかを調べます。このよう

に,始状態と終状態を一対一で対応させて,途中

の状況を分子レベルで推理するわけです。この結

果,多 くの基礎的な気相化学反応について,反応

分子の微視的な挙動が明らかになりました。一方

で, これらの結果を統合しても化学反応の全貌を

理解することは困難である, という見方ができま

す。すなわち, 自然界で起こっている反応の多く

は多体系の反応であり,協同現象や協奏過程, あ

るいは揺らぎなどが,反応の進む方向を大きく左

右している, と考えられます。どのように取り組

んで行けば,多体効果を取り入れた反応論の突破

口が開けるかが, これからの問題です。State_

to State Chemistryの 合理性は,いかにも欧米的

でありますが,多体系の反応論における「協同」

や「揺らぎ」のもつ曖昧さには, なんとなく東洋

的な面を感じます。そして, クラスターは,粒子

数の比較的小さな多体系として, この問題を解く

一つの鍵になると思えるのです。
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つ くば 生 活 18年

筆者は,本年 4月 に筑波大学電子・情報工学系

から本学の情報科学教室に着任した。理学部物理

学科を卒業 し,物理学専門課程を修了した後, 2

年 5カ 月物理学教室の助手を勤めていたので,17

年 7カ 月ぶりの東大理学部勤務である。その間た

びたび訪れてはいたが,い ざ腰を落ち着けてみる

と「浦島太郎」の心境である。だいたい,筆者の

現在居る理学部 7号館など,前には存在さえして

いなかったのだから。また本郷へ進学して最初に

演習でお世話になった上村洸先生が,筆者と入れ

違いに停年で本学を去られたことなどを思うと,

まことに時の経つのは早いと感じる。

本学には筑波研究学園都市の諸機関から転任 し

て来られた先生は少なくないが,筆者はおそらく

その中でも筑波歴最長の部類に入ると思う。大学

院では高エネルギー物理学を専攻していたので,

当時議論されていた「素粒子研究所」の行方には

大きな関心を持っていた。40G e Vの 加速器がで

きたらどんな実験をしたらよいかについて,若手

夏の学校などで熱っぱく議論したことをつい昨日

のことのように思い出す。研究室の遠足で筑波山

に登ったこともある。そのころ,ま さか自分があ

の草原の住人になるなどとはつゆ考えもしなかっ

小 柳 義 夫 (情報科学教室)

た。最終学年のころ,計画が四分の一に縮小され

て「高エネルギー物理学研究所」として発足する

ことになった。

助手は任期 3年だったので, 2年ほど経った頃

どこか次の口を探さなくてはと思っていた。外国

へ出ようかとも思っていたが,上司のお勧めもあ

って, その高エネルギー研究所に転任することに

電光石火決定 した。妻とは当時婚約中であったが,

「高エネルギー研に行くかもしれない。」 と言つ

たら,「きっとそうなると思っていた。」 という

答えだったのでOKしてくれたと思っていた。1今

になって「わたしは結婚詐欺にあった。筑波に行

くなら結婚 しなかった。」 などと言われても後の

祭であるが。

1973年 9月 ,建設 2年目の筑波に,筆者は新婚

3カ 月で単身赴任した。筑波大学の看板が上がっ

たのは10月 だから,筆者は筑波大学より1カ 月古

いのである。その頃の話は筆舌に尽くし難い。

『長ぐつと星空』とかいう本にも書かれているよ

うに,「長靴と懐中電灯と (野犬よけの)根棒」

が三種の神器だった時代である。つくばの住民で

も, この時代のことを知っているのはごく少数で

ある。すでに神話時代と見なされている。筆者が

着任した日,事務の女性から七つ道具を渡された。

レポート用紙とボールペンと,そ してなんと,蚊

取り線香とトイレットペーパーであった。当時,

高エネルギー研はおろか公務員住宅地区にもまと

もなバスの便はなかった。部落のはずれの停留所

で田舎のバスから降りると, あたりは真っ暗で,

公務員宿合のアパートの明りが地平線にちらちら

見え,道なき道をとばとばと歩いて帰ったもので

ある。地元の人同志の話はまるで外国語で, ほと

んど理解できなかった。今でこそ,片言の茨城弁

●
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くらいしゃノヾォ■るが。

高エネルギー研では12G e Vの陽子シンクロト

ロンの建設が進んでいたが,筆者は先人のK教授

と二人で「理論部門」の立ち上げに力を注いだ。

実験屋ばかり多い研究所で,理論屋である筆者は

ずいぶん肩身の狭い思いをした。会議の席でも,

食堂でも,廊下でも,「 りろん」という言葉が耳

に入るたびに,思わずビクッとしたものである。

幸い,理論部門はその後有力なメンバーを得て成

長した。その中には,現所長や,本学の宇雷線研

究所長もおられる。理論部門では,当時発見され

た新粒子 」/ψ に関係した研究などを精力的に行

った。

あれやこれやしているうちに,時は矢のごとく

過ぎて行った。高エネルギー研の筆者のポストに

は 5-7年 の任期が付いていたので, また次の職
を探さなけれはならなくなった。幸い,関係者の

御尽力により, 当時建設されつつあった筑波大学

の電子情報工学系に就職することができた。やっ

と任期のないポス トについてほっとした, という

のが偽らざる気持ちであった。どうして物理学か

ら情報工学へ転身できたのか,今 もって不思議で

ある。筆者は,大学院の時代から,物理屋として

は計算機の大ユーザであったが, 当時,情報学の

分野では,見るべき業績もなかった。こんな筆者

を採用した筑波大学の勇断に感謝 しなければなら

ない。転任した頃,知合いの Y新聞の記者ハ

「小柳さん, いったい情報へ行って何をするんで

すか。」 というので,「情報物理学を作るんです』

なんて強がりを言ってみたが,見通しがあるわけ

ではなかった。

よく言われることであるが,筑波大学は若手教

官にとって居′とヽ地のいい体制である。講座希Jでな

いので,誰の指揮系統にも入る必要がない。した

がって,最初一介の講師であったが,誰にも気兼
ねせずに自由に好きなことができた。ひとつは,

情報物理学ならぬ「計算物理学Jの確立である。

当時, 日本の素粒子物理学界では,計算機の利用

は一段低く見られ,大規模な数値処理による物理

学の研究はほとんど始まっていなかった。筆者は,

何人かの共同研究者とともに,そのために必要な

数理的理論の定式化)数値計算アルゴリズムの研

究, さらにはスーパー・コンピュータの利用技術

の開発にも手を染めた。筆者はもはや物理屋では

なく,今では物理の研究の最先端はフォローでき

ないが, 日本の中に一つの流れを作り出したと自

負している。

もうひとつは,未来のスーパー・コンピュータ

である並列l計算機との出会いである。筆者は構造

工学系のH先生の並列計算機 PAXを 見て, これ
こそ計算物理に適した計算機であることを直感し,

共同研究を始めた。これも,専門の壁を取り払っ

た筑波大学ならではの出来事である。教授の顔色

を伺うこともなく,電話一本で共同研究が始めら

れるのが筑波大学のいいところである。現在, 12

GFLOPS(本 学の大型計算機センターのスー

パー・コンピュータの約 4倍)の ピーク性能をも

つ並列計算機QCDPAXが 日夜稼働 して,計算
物理学等の研究のために働いている。これは世界

的にみてもトップクラスである。目下, この何十

倍かの性能をもつ次の計算機を計画している。

2, 3年前,筑波地区の五町村が合併して「つ

くば市」となった。また,百を越える民間企業が

進出して,公務員だけの街から,「普通の街Jに

変わりつつある。個人的にも,や っと地元の方々

や,民間企業の方々と親しくなったところである。

このように,「つくばJが新たに飛躍しようとして

いる時につくばを去ることは断腸の思いであるが
,

今後は東京において,微力を尽くしたいと思う。

「わたしは青春の最もよい部分を筑波の建設のた

めに捧げたJと いう言い方は少し気障ですが,筆

者の偽らざる気持ちでもあります。今後とも皆様

のご指導, ご鞭撻をお願いする次第です。
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アメ リカ大学院での下A

L年
=

数学教室で講師になったものの,今学期は講義

もしていないので勝手に論文を書いているだけで

あり,生活は助手のときと変わりがない。ただ,

私は助手になる前は, アメリカの大学院 (カ リフ

ォルニア大学ロサンゼルス校, UCLA)に いた
ので, そのころのことを少し書いてみよう。

アメリカの院生は大体,奨学金で暮らしており,

Fellowship,Research Assistantship(RA),

Teaching Assistantship(TA)の 3種の形態があ

る。 Fellowshipが 一番条件がよく,ただお金をく

れるものであり,RAは 教授の研究の手伝いをし

てお金をもらうということになっているのだが,

数学の場合実験があるわけでもなく,実際の仕事

は何もない。そして,TAが ,学部の演習を受け

持ってお金をもらうポストである。最近は東大で

も一部導入されてきたこのTAの ,ア メリカでの経

験について書いてみることにする。

TAの仕事は, 毎週50分 ×4コ マの学部学生の

演習を教えることである。そのほかに試験の監督,

採点,オ フィスアワー (部屋に待機していて,学

生の質問に答える)な どがあるので,実働は週 5

～ 6時間であろう。 (こ れは,大学によってかな

り差がある。)く れるお金はFellowshipや RAと

河 東 泰 之 (数学教室)

ほぼ同じで,毎月手取1000ド ルくらいであった。

(奨学金は前は無税だったのだがレーガン政権の

税制改革によって所得税を取られることになった。)

現在のレートで換算すると, アメリカのほうが物

価はかなり安いので, これはけっこうな金額にな

る。ほかに授業料も免除ないし8割 引くらいにな

る特典もつく。院生はほぼ全員,こ ういった形の奨

学金をもらっていた。 (留学生も多かったが,発

展途上国からの留学生の場合, 自分で生活費や授

業料を払うのは無理なので, こういった仕組みが

大きな助けになる。)

一つのコースは月,水,金にそれぞれ50分ずつ

の講義が 100人 くらいのクラスで組まれており,

それを20～ 30人 くらいずつにわけて,火曜または

木曜に,院生が練習問題の解説を行うのである。

そのほかに宿題が毎週あり,そ の採点のために学

部上級生が雇われている。教える内容は, ある程

度選択できるのだが,私は準備が少なくてすむよ

う)毎学期 1～ 2年生の解析を教えていた。一番

易しいほうだと, 日本の高校 2年生程度の微分積

分,一番難 しくて,線形常微分方程式の具体的解

法程度である。はっきりいってレベルはあまり高

くない。特に計算力はなく,宿題,試験などでぼ

ろぼろ間違える。宿題では採点者のほうも計算力

があやしいため,違っているのにマルを付けてい

るのをずいぶん見た。また,試験では教授 (有名

な研究者である)が作った問題の,「 3次関数何

々のグラフ上の点,何々における接線に対し…」

というようなところで, その点はグラフ上にのっ

ていない, と学生に指摘され, あわてて直した点

も,やはり, グラフ上にのっていない, といった

こともあった。どうもあまり,計算練習というも

のは子供のころからやらないようである。

●

●
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また, アメリカでは,すべての教官に対し,

Teaching Evaluationと いうものがあり,教官の

教え方を学生が採点する。これは, その教官を昇

進させるかどうか,ま た契約切れの教官の契約を

更新するかどう力、 といった際の重要なデータに

なる。ここで多い文句は, まず試験の採点に関す

る不満であり, また我々外国人の場合は,英語が

下手で聞き取れない, というものである。試験は,

年間 3学期の各学期に, 3回ずつあり,採点して

返すのだが,学生は,試験の成績にはとても敏感

で,す ぐに文句が来る。 (UCLAで は,卒業で

きる学生は半分強であり,中退の危険をかかえた

学生は, たくさんいるし,大学院進学志望者にと

っては,学部の成績は, とても重要である。)一番

多いのは, ちょっと計算を間違えただけなのに,

こんなに点を引くのはひどい, という文句だが,

これはとにかく計算が違っていることは事実なの

で,ま あ何とか撃退できる。一番大変だったのは,

教授が 1年生に証明問題を出したときであった。

「微分して定数になる関数は 1次関数であること

を証明せよ」というもので講義では,平均値の定

理を用いる厳密な証明を与え,宿題にも出して採

点 して返 し,試験の直前に我々TAも演習で詳し

く説明したのだが,実際の試験では「傾きが一定

なのだから, グラフは直線であり, したがって 1

次関数となる」といった解答が山のように出たの

である。教授の指示もあり, この手の答案はすべ

て零点にしたのだが, これに文句が殺到した。い

くら説明しても, 自分の答案は完全であり, 当然

満点である, といってきかないのである。私の英

語力で, これらの苦情を論破するのは困難であり,

このときのToaching Evaluationは , 最悪であっ

た。

さて, その英語力だ力ヽ 当然我々非欧米人にと

って大変なところである。TOEFLと 同じとこ

ろがやっている英会話の試験 (テ ープに回答を吹

き込む)があって, たてまえでは, TAをやるに

はこの結果が 5段階の最高でなければならない,

ということになっていた。しかし, これを厳密に

適用するとアジア人などはほぼ全滅してしまうの

で,少々甘くすることになっており,私 も上から

2番 目のランクという試験成績でTAをやること

となった。数学の説明だけならかなりできるだろ

う, と思ったのだが,や ってみるとけっこう初等

的な数学用語も英語で何というか知らない, とい

うことに気がついた。つまり, ヒルベル ト空間の

有界線形作用素がどうした, というのは英語で言

えるのだが,三角形の角の二等分線を引いて正弦

定理を用いて, といったことがなんと言うのかわ

からないのである。いろいろ教えているうちに慣

れてはきたもののやはり,Teaching Evaluation

での英語の評価はひどいものであった。何しろ,

学生のほうから見れば, もっともケチを付けやす

いところだから, Teaching EvaluatiOnの コメン

ト欄ではさんざん書かれることになる。「こいつ

には,次の学期から教えさせるな」と力、 「何を

言っているのかまるでわからない」といったのが

よくあった。別の学科の日本人の先生で,私には

完璧な英語としか思えない人でも,学部長あてに

「あんなに英語のべたなやつはクビにしろ」とい

う連名の投書をされたそうだし, それどころかイ

ギリス人の教授さえ,「あいつの英語はなまって

いてわからない」と書かれたというのであるから

たまらない。たまに,「数学をていねいに教えて

くれてよかったJな どというのがあると, ほんと

うにはっとするのであった。

また, 日本では高校の物理に相当するようなこ

とも,微積分の応用としてかなり数学の教科書に

出ていたoだが,単位系が,ヤ ード, フィート,

オンスなどであり, これも困った。重力加速度は

32 ftたec2で ぁる, などと書いてあるし,計算の

途中でマイルをヤードに換算しなければならなか

ったりするのである。そう言えば,留学に際し

GREと いうマークシートの試験を受けたときも,
数学でフィートをインチに換算しなくてはいけな

い問題一問だけができなかったのである。しょう

がないので, これは学生に聞きながら,やること

にしていた。
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Teadhing EvaluatiOnな どできびしく評価する

のだから,教育するほうのレベルをあげようとい

う試みは,熱心であった。TAの経験を積んだ院

生がTA COnsultantと いうポストについて, いろ

いろと教え方のアドバイスをするのである。ビデ

オを持ち込んで新米TAの授業を記録し, あとか

ら,黒板の字が小さいとか, もっと大きな声で話

せ, といったことから具体的に指導する。数学の

場合,博士号は大学の教員免許的な側面もかなり

あるので,院生には,少なくとも一年のTAを義

務付けるところも多 く, こういったことがいわば

教育実習の役割も果たしているのである。一般に

学会などでもアメリカの人は講演がうまいのは,

このようなシステムによるところも大きいのであ

ろう。TAをしていたのは一年であったが とにか
くいろいろと大変で,またおもしろい経験であった。

助手という名とその立場

|

先日理学部の広報委員会より,新任教官として

何か寄稿をとのご依頼がありました。内容は特に

制限はないとの事でしたが,私はこの類の文章を

書くのが苦手なので困ってしまいました。いろい

ろと考えましたが,過ぎ去りし過去の事と忘れて

しまわぬうちに,私が十年間勤めた助手の立場に

ついて書こうと思います。

私は,1975年に駒場より本学の地質学教室に進

学しました。当時の自分を思い起こすと, どうし

ても地質学をやりたいと言うわけでもなく,漠然

と山歩きをしながら学問をするのは健康的でよい

といった動機で地質学を選んだ様な気がします。

そんな訳ですから,当初は地質学に関する知識は

乏しく,研究態度も教官の方々の教えをなんの疑

多 田 隆  ,台 (地質学教室)

間も持たずうけたまわる受動的な態度であったよ

うに思います。当時の教室には徒弟制度的な雰囲

気が多分に残っており,受動的研究態度でいる方

が楽な面もありました。1981年に学位を頂いて助

手になった時も, 自分に自信が持てず,受け身の

研究態度が残っていたように思います。そんな訳

で,私に関して言えば,助手になったときは,研

究者としてはまだ半人前で,その立場もまさしく

教授の研究を助ける助手でありました。

その後,助手になって 2年 目に,恩師である飯

島教授の紹介で, 2年間アメリカに留学させて頂

くことになりました。アメリカには,当時の私が

やっと独自の発想から興味を持ち始めていた,プ

レッシャー・ソリューションと呼ばれる現象 (堆

積物が圧力を受けて岩石化する際の物理化学的現

象)を実験的に研究する目的で行ったのですが,

私を受け入れて下さったシーバー教授は,私にな

んの義務も課せずに,ま ったく自由に研究させて

下さいました。そして,折々に研究の進行状況を

見てはディスカッションして下さり, さりげなく

私が自由な発想をするように仕向けて下さりまし

た。また,積極的にさえなれば,他の研究者との

ディスカッションの機会は日本にいる時とは比べ

物にならないほど多く,私も次第に積極的に議論

●
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(0

に加わるようになり, 自分の研究分野と他の研究

分野との関連を意識し, また自分の研究能力もお

およそ判断できる様になりました。私の性格がア

メリカの水になじみ易かった事もあり, この 2年

間で積極的な発想を心掛けるようになり, その意

味で一人前の研究者になれたように思います。

自分を一人前の研究者として意識し出すに連れ,

アメリカで日本での自分の身分を人に説明すると

きに,害1り 切れない思いが残るようになりました。

一応,Research Associateと 訳したものの,「助

手は授業は持てないし,学生も単独では指導でき

ない。研究上も研究費やテーマの選択の上で制約

があるJと説明すると,「 それでは,若 くて最も

アクティブな時期を無益に過ごすことになり, 自

由で独創的な研究が育たないだろう」と同情を買

うのが常でした。

帰国してから更に 6年間助手を勤めました。ア

メリカに行く前に比べるとはるかに自由な気持ち

で研究が出来るようになりましたが,やはり身分

上の制約は事ある毎に感じました。研究費の上で

は,多分に教授のお世話になりました。実習や学

生の指導も実質的に行ないましたが,指導方針等

の最終決定は教授に仰がねばならないため,学生
へのアドバイスも歯切れが悪くなる事がままあり

ました。また,大学の制度を知らない人に自分は

助手であるというと,実験室の掃除をしたり,教

授の授業の準備をしたりと言った仕事を想像する

らしく, その歳で大変だねなどと言われることも

何回かあったように記憶しています。別に,暗い

日々を送っていた訳ではなく, 自分の好きな研究

をしてそれなりに充実してはいたのですが,助手

という従属的な呼び名と,必要以上の身分上の制

約はなんとかならないかと思ったものですし実際,

助手同士の集まりでも,助手という呼び名だけで

も止めてもらいたいと言った話題は何度も出たよ

うに記憶しています。

このように書いていると,あ るいは「自分の研

究に自信があれば,別に助手と呼ばれようが呼ば

れまいが大した事ではないではないか」と言われ

る方もおられることかと思います。確かに大した

事ではないかも知れませんが,呼び名や,ち ょっ

としたイメージの差でやる気が出たり出なかった

りと言うことがあるのも事実です。また呼び名を

変えるだけで解決する問題でもありませんが, こ

の呼び名が,助手が抱える問題を象徴しているよ

うに思えてなりません。

その後,地質学教室は大講座制へ移行し,助手
の立場も改善され,よ り自由に研究が出来るよう

になりつつあります。しかし,助手という呼び名
の改変や,身分上の制約の改善は一教室でなんと

か出来る問題ではありません。どういう撼、うにす

ればこの問題解決の糸口が担めるのか私には判り

ませんが,少なくとも,教授会のメンバーの方々

が,助手という呼び名や,身分上の制約の不合理

を認識し,改善を意識して頂くことが前進の第一

歩であると思います。

私自身のように,確かに助手になりたての頃は

半人前で,助手という呼び名で差し支えない場合

もあることと思いますが,現在私の周りにいる助

手の方々の多くは,経験も豊富で,研究者として

も一人前で,単にポストの都合で助手に留まって

おられる方も多いように思われます。やはり理想

としては,学位取得後しばらくは, なるべく制約

をもうけず研究に没頭できる環境に置き,研究者

として一人立ちできるようになったら,一人前の

研究者として扱うことが望ましいのではないでし

ょうか。例えば,現在の学振の奨励研究員の様な

制度を拡充し,学位取得後 3年程度は自由な発想

で思う存分研究に没頭出来るようにし, その期間

に良い研究をし,一人前の研究者として認められ

るものは,は じめから講師として採用し,助手制

度を廃止するなど,理学部自体が大きく変化しよ

うとしているこの機会に,助手の問題も積極的に

検討して
`ま

いかがでしょう力)。

自分自身,助手が置かれている状況に不合理を

感じたものとして喉元過ぎて熱さを忘れる前に,

この機会に書き記しておこうと思った次第です。
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着 任 に あ た っ て

昭和46年に理科 2類に入学し駒場に通うように

なって以来,長らく東京大学のお世話になってい

ます。大学院および助手時代を文京区白山にある

附属植物園で過ごし,本年4月 16日付で日光分園

に着任しました。専攻は植物分類学で,特にサト

イモ科テンナンショウ属の多様性についていろい

ろな角度から研究してきました。関東平野で最も

普通に見られるテンナンショウ属植物といえばウ

ラシマソウですが, ウラシマソウを見たことがあ

る人でも, 日本にこの仲間がどのくらい C可種胸

あるか知っている人は少ないと思います。野外で

注意して見ると,実はこの仲間はそんなに珍しい

ものではないのですが,文字どおり所変れば品変

るで,地域毎に少しずつ違う集団があるため,70

以上もの学名が付けられていたのです。しかし最

近10年ほどの間にテンナンショウ属の分類学的研

究は格段に進歩しました。野外観察,標本室の押

し葉標本の検討,染色体数の比較などにより,一

方では幾つかの新種が発見され,一方ではこれら

新種を含めても日本産のテンナンショウ属は30種

ぐらいにまとまるということが明かになってきま

した。現在,電気泳動により酵素多型の解析を行

って, この分類の妥当性を検討しています。

埼玉県に生まれ,広々とした水田と雑木林を毎

邑  田 仁 (植物園日光分園)

日見て育ちました。 4歳だったか 5歳だったた

それまでも幾度となく訪れているはずの雑木林の

一角に足を踏み入れた時,急に,今まではひとか

たまりの緑にしか見えなかったその林が, 自宅の

近くに植えられているサクラやヤナギ, アカマツ

だけではなく名も知らぬ数多くの樹木から成り立

っており, しかも (もちろんその当時は名前を知

る由もありませんが)エ ビネ,キ ンラン, ヒトリ

シズカ, イカリソウ, ジュウニヒトエなど様々な

草花がそこで生活していることに気付いてとても

嬉しくなりました。その後は新しい植物と出会う

ことを楽しみに何度も何度もその林に行きました。

「星空の彼方に広がる大宇宙に行ってみたい。

そこには何があるだろう」と夢見るよりは「目の

前の林の中にまだ自分の知らない木や花があるに

違いない。 1つでも多くそれを見たい」と願う子

供だったようです。現在の研究姿勢も基本的には

それを引き継いでいるように思います。たとえば,

日本の植物 (厳密には植物相)は世界的にみても

最もよくわかっているとよく言われますが,そ う

強調されると「実はまだたくさん未知のことがあ

るんじゃないかJと疑ってみたくなるのです。日

本の植物に関する分類学的研究が引き続き行われ,

よい論文が続々と発表されているのは私にとって

心強い限りです。最先端の技術を開発すること,

それを用いて誰も行ったことのない場所に行った

り新しい現象を知ったりすることこそが科学の発

展であると強調するにしても,一方で,今まで見

過ごされていて誰も気がつかなかったことを研究

し再評価することによって科学を充実させていく

ことが大きな貢献であると考えています。

さて, 日光分園は東照宮から2 kmほ ど西に離れ

た日光市花石町にあり,海抜約650m。 大谷川に

向って南に傾斜した地形となっています。ここの
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冷涼な気候のもとで, いわゆる高山植物を含‐む日

本の温帯・亜寒帯に生育する高等植物およびそれ

らに関係の深い外国の種類,合計約2200種を収集

しています。ロックガーデン,ボ ッグガーデンお

よび樹木園とその周辺など多彩な地形を活かし,

自然に近い環境でそれらを植栽しています。冬は

寒さのため閉園していますが4月 15日 から11月 30

日の間一般公開しており, 4月 のミズバショウ,

5月のアズマシャクナゲから夏をすぎlo,11月 の

紅葉まで様々な植物の姿に接することができます。

植物園には研究室,実験室があり植物系統分類学
に関する教育研究を行っています。

仕事の性質上いろいろな場所に野外調‐査に出か

けます0 日光は尾瀬,軽井沢と並んで特別な場

所のひとつでした。このうち遥か遠く山並に封じ

られた尾瀬は永遠の恋人のょうに位置づけられ,

軽井沢は煙を上げる浅間山の向こうに常にのぞい

てはならない生と死のかげりを伴って位置づけら

れるとすれば, 日光は私にとつてそのような深い

思い入れがなく,何のてらいもなく目の前に素晴

らしさを見せてくれるきわめて健康的な場所であ

ると言えましょう。今年の分園内のアズマシャク

ナゲは何年に一度の大盛況■ 花つきもよく天候

にも恵まれてそれは見事なものでした。日光の自

然の窓日としての分園をより充実させていくよう,

この地域の特色を活かした成果を積み上げていき

たいと考えています。

アズマシャクナゲが満開の日光分園正門

オオマムシグサ。サトイモ科テンナンショウ属の 1種

分園内の景観 分国内の景観
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理学部研究ニュース

翡着床におけるマクロファージの役割 哺乳類の

妊娠現象は, 自然に成立する『アロゲネイック細

胞相互作用』 (a1logeneic cellular lnteraction)

として,生物学的に極めて特異な現象であるが,

その機構解明が現代生物学の観点から行われる様

になったのは,1980年代に入ってからのことであ

る。最近, この分野に於ける研究の進歩は著しく,

重要な発見が相次いでいる。我々は1981年に, ラ

ット及びマウスを用いて,着床に伴う一連の現象

にマクロファージの関与が有ることを示唆する実

験結果を得て報告した。その後,我々とは異なる

方法による,着床部位のマクロファージに関する

研究結果が報告されたが, その多くは我々の結果

に反するものであった。ところが,1987年以降,

イギリス及び米国の研究者によって,我々の方法

に基本的に従い, さらに新しい技法を用いた追試

が行われ,その結果我々が報告した結果の正 しい

ことが再確認され, さらに, その生物学的意味も

発展的に解釈されるようになった。一方, これら

の結果は,他の研究者によって得られた多くの重

要な研究成果とともに,現在,特に医学領域で定説

として支持者の多い胎盤形成の ImmunotrOpism

ll■論に重要な疑間を投ずることとなった。今後の

ホットな研究の展開が予想される。この問題に関

する我々の一連の仕事や仮説については,本年 10

月 8日 から12日 まで,イ タリーのコモ湖畔の美し

い旧貴族邸で行われた。「妊娠初期に於ける子宮

性ならびに胚性因子に関するワークショップ」で,

招待講演の一つとして舘が報告 した。 舘 郊 ,

11月 (動物 )

鶉気相クラスター C60の発見などで注目を集め

ている気相クラスターは数個から数百個の原子や

分子が会合した気相中の集合体であり,原子や分

子が気相から凝縮相に移り変る過渡的な
｀
相″と

見なすことができる。その幾何学的構造,電子状

態,反応性などが, クラスターを構成する原子・

分子の数 (ク ラスターサイズ)に よって著しく,

特徴的に変化する。我々は, このような過渡的な

状態にある物質系の特性が, クラスターサイズと

ともにどのように変化していくかを, レーザー分

光法と質量分析法を組合せた方法を用いて研究を

進めている。例えばArの クラスターイオンでは,

中心に強く結合した 3量体のイオン芯Ar3+があ

り, このイオン芯を取囲むAr原子からの弱い摂

動と, Ar原子群の空間的配置やその数によって,

光解離反応の選択性が著しく変化することを見出

している。(T.Nagata,J.Hirokawa,T.Kondow,

Chem.Phys.Lett.,176,526(1991)), また
,

アクリロニトリルクラスター中では, 3分子が環

状配置をとっており, このクラスターに電子を導

入することによって重合反応が起こり, 6員環化

合物が作られることを示唆する結果を得ている

(T.TSukuda,T.Kondow,」 .Chem.Phys.投稿

中)。 金属や半導体のクラスターを含めて系統的

に研究 し,少数多体系の持つ特徴を用いた新 しい

化学を開発 したいと希望している。 近藤 保,
3月 (化学 )

笏ネパールヒマヤラ,テ チス海堆積物の調査 イ
ンド亜大陸が北上 し,ついにユーラシア大陸と衝

突したことによって消滅した大洋, テチス海には

どのような生物が生き, どんな堆積物が堆積して

いたのか ? テチスの堆積物の層序と岩相変化を

知り,堆積環境の変遷を明らかにすることを目的

とした学術調査が,本年 3月 中旬より約 5週間の

日程で,ネパール中北部,ダウラギリとアンナプ

ルナ山塊の北に位置するタコラ地域において行わ

れた。Lost Ocean Expeditionと 名付けられたこ

の調査には, カナダ, ドイツ, イタリアなど 6カ

国から,堆積学,古生物学,古地磁気学,地球化

学の専門家11人が参加した。インド亜大陸が低緯
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度熱帯～亜熱帯を通過したジュラ紀前期には, そ

の北縁大陸棚上に石灰岩が厚く堆積したこと, ジ

ュラ紀後期は黒色頁岩が卓越し, その鉄含有量が

異常に高いことなどが明らかにされた。日本から

参加した松本は,石灰岩中に認められる少なくと

も5回の上方浅海化サイクルの起源と,黒色頁岩
の鉄異常について検討を始めている。 (表紙写真

参照) 松本 良, 4月 (地質 )

鶉小笠原諸島のウニ・ ヒトデ 。魚類相 小笠原諸
島は東京都に所属しているが,琉球列島と同程度
の緯度 (主 として24～ 28° N)上 にあり, その生

物相は熱帯・亜熱帯系のもので,本土のそれとは

大きく異なっている。また,大陸から遠く離れた

大洋島であることによる特殊性も見られる。しか

しながら, ウニ 。ヒトデ・魚類などの海産動物相

の調査は未だ不十分で,近年大がかりな開発の計

画も持ち上がっている中,早急な調査 。研究が必

要とされている。東京都は平成 2年度の事業とし

て,小笠原自然環境現況調査を行い,臨海実験所

から雨宮昭南助教授 (ウ ニ・ ヒトデ類)と 佐藤寅

夫助手 (魚類)が これに参加した。昨年 3月 から

本年 3月 まで, それぞれ 3回にわたって現地を調

査 した結果がこのほど報告書にまとめられ,近く

出版される運びとなった。今回の調査では,船や

潜水器具を多用し, こまかなものを丹念に探 した

ため, いくつかの科と多くの種が初めて記録され

た。一部の種 (パイプウニなど)については, そ

の生息密度が記録され,過去の調査データとの比

較により, その近年の消長が明らかになった。ま

た, いくつか新種の可能性のあるもの (フ トトゲ

ヒトデ,ギ ンポ,カ サゴなど)が採集されており,

現在研究を続行中である。 4月 (臨海 )

蒻相転移研究の新展開 鈴木によって提唱された

「コヒーレント異常法」 (CAM)を 中心テーマ

とする国際シンポジューム (林原フォーラム)が

5月 14日 から17日 まで岡山で開催され,久保亮五

先生やM.E.Fisher教授をはじめ,約50人が参加

し,活発な討論が行われ, このCAM理 論が極め
て有効であることが確かめられた。この新手法は,

従来の平均場近似を系統的に拡張し,古典的な発

散の極と留数の系統的な変化に着日し, このコヒ

ーレントな異常から,真の相転移点と臨界揺動等

を評価するものであり,大変わかり易く物理的な

方法である。今回, このCAMに 適した新しい近
似法 (カ ノニカルシリーズ)がいくつか発表され

注日を集めた。 CAM理 論は,すでに磁性体の相
転移やパーコレーションの問題に応用されており,

また, KT― 転移, アンダーソン局在,高温超伝

導等への応用の可能性もあり,今後の発展が期待

される。 鈴木増雄, 5月 20日 (物理 )

鶉重力波天文台 これまでの宇宙の観測は,電波 ,

赤外線,可視光, X線, γ線などの電磁波のチャ

ネルを用いて行われてきた。 しかし, 重力波を観

潰1手段とする「重力波天文学Jは,宇宙を見る全

く新 しい目を我々に与えるものとして期待されて

いる。なぜなら超新星爆発や連星の合体などの激

しい天体現象に関して,電磁波によるものとは相

補的な情報を伝えると予想されるからである。巨

大なマイケルソン型レーザー干渉計を地上に設置

し,宇宙からの重力波をキャッチする「重力波天

文台Jの計画が世界各地で進行中である。日本で

もニュートリノ検出装置のある神岡鉱山の地下に

3 km× 3 kmの レーザー干渉計を敷設し, これを

「重力波天文台」として重力波観測を行う計画が

提案検討されている。

1991年度ょり4年間の予定で文部省科研費重点

領域研究「重力波天文学」がスタートすることに

なった。この領域研究は「重力波天文学Jを実現

するために, この分野の基礎研究を実験,理論の

両面から行うものであり,全国的な組織で研究を

推進する計画である。東大理学部ではファブリー

・ペロー共振器タイプのレーザー干渉計の開発を

主な目的として, そのために必要な防振や制御な

どの要素技術の研究を重点的に進める予定である。

坪野公夫 5月 (物理)

-27-



魏大気微量成分の地上分光観測 地上に設置した

装置を用いて太陽放射を分光することにより,大

気中に存在する種々の微量気体成分を定量するこ

とができる。特に化学的に活性な窒素酸化物,水

素酸化物,塩素酸化物および温室効果を持つメタ

ン,一酸化二窒素などの動向を知ることは我々を

とりまく大気環境を理解 し, その将来を考える上

で基本的かつ重要なことである。

我々は理学部 7号館屋上に設置したシステムを

用いて中間赤外の 3-5μ m域で塩化水素HCI,

メタンCH4,エ タンC2H6,~酸化二窒素N20,

一酸化炭素CO,硫化カルボニルOCSな どの漫1

定を続けている。また紫外の 300 nm域では対流

圏・成層圏化学の鍵を握る重要な微量成分である

水酸分子OHの潰1定を行っている。

測定された塩化水素柱密度は自然状態と考えら

れる値に比べ 2-3倍 多く,地表付近に強い発生

源があることを示している。 岩上直幹, 5月
(地球惑星)

鶉フロン規制と濃度の経年変化 1970年代後半か

ら,成層圏オゾン破壊物質であるフロン (ク ロロ

フルオロカーボン), 四塩化炭素などハロカーボ

ン類の地球大気中での分布や濃度の経年変化を精

密に観測して来たが,今 日ではわれわれのデータ

が世界的に最も信頼度の高いものとして評価され

ている。フロンの大気中濃度は, ここ10年ほぼ直

線的に増加し続けたが,昨年あたりから北半球で

の濃度増加にはやや鈍化のきざしが見える (南極

昭和基地における南半球のデータにはまだ鈍化は

見られない)。 これらフロンはすべて人工起源で

寿命が長く,大気中濃度は世界の年放出量に左右

される筈である。この鈍化が, 2年前に始まった

フロン規制 (モ ントリオール議定書)に よる放出

量の変化を反映しているのかどうか,今後しばら

くの観測データが科学的に興味深いだけでなく,

対応策にとっても重要な意味をもつことになる。

富永 健, 5月 (化学 )

鶉分子線エピタキシー法による有機単結晶超薄膜

の作成 超高真空下で成分元素の分子ビームを発

生 し, 1原子層ずつ制御しながら基板物質上に単

結晶超薄膜を積層成長させる分子線エピタキシー

法は, 人工超格子物質など天然界には存在しない

新しい物質を作成する手法として,主 として無機

半導体物質に応用され,多 くの成果が収められて

きた。われわれはこの方法を有機物質の単結晶超

薄膜に応用し,極めて良質の各種フタロシアニン,

ナフタロシアニン等の単結晶超薄膜をアルカリハ

ライド基板上に積層成長させることに成功した。

本手法で作成した超薄膜は面内の分子配向も揃っ

ており, ラングミュア・ プロシェット法等で作成

した従来の有機超薄膜よりずっと結晶性の優れた

膜になっている。多環芳香族, TCNQ誘 導体等
の超薄膜も作成し,今後多岐に亙る有機超薄膜の

作成に本手法が活用できる可育レ性を示 した。基板

を選択することにより,バルク結晶にはない分子

配列をとらせることができるため,光学非線形性 ,

磁性,超伝導などの面で新物性を発現する可能性

が高く,現在その追究を進めている。 多田博一
。小間 篤, 5月 (化学 )

翡DNA複 製を正に調節する因子の発見 DNA

の複製制御はあらゆる細胞の増殖にとって重要で

あり, その分子機構についてはプラスミドをモデ

ルとして活発に研究されてきた。とりわけ,Co∠

Elプ ラスミドの複製がアンチセンスRNAと 呼

ばれる小さなRNA分 子によって調節されている

ことの発見は,「負の制御」という考えを提出す

るのに大きな役割を果たした。我々は,大腸菌に

寄生するCollb_P9プ ラスミドの複製頻度が複製

開始反応に必要なRepZタ ンパク質の合成量に依

存 していることを見いだし,こ のタンパク質をコ

ードするrepZ遺伝子の発現制御機構の解析を通

してDNA複 製制御の研究を行ってきた。この度,
この遺伝子の発現が翻訳レベルでアンチセンスR

NAに よる負の制御のみならず,repYと 名付けた

遺伝子によって正の調節をも受けていることを明
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らかにすることができた。DNA複製が正の調節

の支配下にあることを分子レベルで具体的に示し

たのはこれが最初のヶ―スである (浅野桂他 ;

」.Blol.Chem.266巻, 3774-3781,1991年 )。

タンパク質合成の開始には鋳型となるmRNA

分子内において リボソーム結合配列をはじめとす

る様々なシグナルを必要とする。RepZタ ンパク

質の場合, これらのシグナルは mRNAの 特異な

構造によって覆い隠されており,作用しにくい状

態にある。rep Y遺伝子の作用はこのような構造

を別のものに変化させることによりRep Z合成を

可能とするものであった。このmRNAの 構造変

化には 107塩基も離れて存在する 2つの相補的な

4塩基の配列が中心的な役割を演じていた。一方 ,

負の制御因子であるアンチセンスRNAは この相

補的塩基配列の一つと分子間塩基対合を行うこと

によりrep Yの作用を妨げ,その結果として,

Rep Z合 成, ひいては DNAの 複製を制御してい

ることも明らかとなった。 溝渕 潔, 5月
(生物化学 )

勒アメリカにすくわれたニホンメダカ 放射線や

化学物質が生殖細胞に引き起こす突然変異とその

機構を調べるために,私どもは 6年程前にメダカ

を使った生殖細胞突然変異実験系の開発に着手し

た。最初作出した 5標識遺伝子を持つテスターメ

ダカでは,生存力と繁殖力が低下したので遺伝子

の組合せをかえ, 3標識遺伝子を持つテスター系

統を確立した。次いで野生型雄メダカにガンマー

線を照射し,雌テスターメダカと交配して得られ

た約30万個の胚での変異形質 (総突然変異)を検

索すると共に,生存突然変異は検定交配により確

認した。得られた線量―効果関係を基にマウス生

殖細胞突然変異との異同とその理由を考察した。

さらに,発生過程で淘汰される個々の変異胚から

体細胞を培養し,ゲ ノムDNAを PCR法 などで

解析できる等マウス実験系にない特徴を持つ新し

い生殖細胞突然変異実験系を確立した。これらの

成果はR.B.Setlow(ブ ルックヘブン国立研究所

生命科学担当副所長, DNA修復の発見により19

88年度 Enrico Fermi賞 受賞)ら により正当に評価

さオした。PrOc.Natl.Acad.Sci.USA 88(1991)

pp.2545-25499  嶋 昭紘・島田敦子, 5月

(動物 )

鶉脱分化の分子機構 植物体の発生 ,成長,分化

のプロセスを最も顕著に制御するのは植物ホルモ

ンであるといわれ,特に最初に発見されたオーキ

シンの巾広い生理作用は良く知られているがその

分子 レベルでの作用機構はほとんど分っていない。

そこで細胞分裂の誘導にオーキシンが不可欠なタ

バコ葉肉プロトプラストの培養系を取り上げ,オ

ーキシンにより誘導される遺伝子を探索したとこ

ろ,少なくとも二種類の遺伝子が見つかりそれぞ

れ ραrス ,ρα′3と名付けた。 いずれもオーキシ

ンにより速やかに誘導されるが, 4時間で発現の

最大に達 し,以後は低下する一方で,細胞周期の

Go― S期に発現し,細胞周期に依存していた。

ραrス については,発現制御の領域もオーキシン

では最初に決めることができ, その発現産物はR

NA合成の制御に関わっていると推定された。一

方,ρα′Bの遺伝子産物は, グルタチオン, S―

トランスフェラーゼと同定されたが, この遺伝子

が細胞分裂の誘導にどう関わっているかは現在探

索中である。従って,我々の知るところは未だ初

歩的な段階であるが,赴任の弁にふれたようにこ

の実験系は,化合物により分化制御が可能という

点で,高等生物の分化制御解析に好適な系である

ので,分化の制御に一つの解答が与えられるもの

と考えとりあえず脱分化を手はじめに研究を行な

っている。 長田敏行, 5月 (植物 )

鶉手話の伝達と遺伝性の聾 手話とは聾者の自然

言語であり,文化伝達によって維持されている。

一方,幼児期失聴の約%が遺伝性で, その約%が

単純劣性であることが知られている。よって,手

話獲得の動機が健聴者より聾者で強いならは,遺

伝子と文化要素の間に相互作用が生じる。聾が劣

性遺伝をし,手話が主に両親から子へ伝達される
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場合について,手話が失われないための条件を求

めた。まず,聾に関する同類結婚の重要性を理論

的に示した。イギリスやアメリカでは80%～ 90%

の同類結婚率が報告されており, 日本でもおそら

くかなり高いのではないかと思われる。手話とい

う特殊な文化要素の存続が聾に関する同類結婚に

よって可能になっていると考えたい。また,手話

使用に関する同類結婚は,逆に手話の維持を困難

にすることも理論的に示した。さらに,聾が遺伝

および環境の両要因によって引き起こされる場合

や,家族以外の者から手話を学習する機会がある

場合についても検討した。詳細はTheOr.Popul.

Biol.に発表される。 青木健一 (人類),M.W.
Feldman(Stanford Univ.) 5月

蒻月の海から来た隕石 月の高地の石が南極に隕
石として落下 していた物が, 1981年 に最初に発見

された。それ以後,続けて11個 も発見されたが,
一昨年まではすべて高地の斜長岩質の表土の固ま

ったものであった。最近になって,海の溶岩であ

るものが 4つ も時を同じくして発見された。その

うちの 1つ は高地の石として記載されていたし,

2つは分化した隕石となっていた。これらの鉱物

学的な研究を行っているが, その溶岩の中に入っ

ている輝石というFe,Mgのケイ酸塩鉱物は, そ
の溶岩からの成長時にできた結晶中のFe,Mgの

変化は,今までアポロ計画で持ち帰られた物とは

異なることが特長である。アポロの資料ではごく

少量,表土やその固まったものに入っていた,Ti
の低い溶岩中のものに類似している。流出年代も

最も古い海の溶岩より古いらしく,月 の物質的進

化を知る上で貴重な情報を提供 してくれる。

武田 弘, 5月 (鉱物 )

鶉グローバルな季節変化を探る 我々が住む日本
では,季節変化が明瞭で,四季の他に梅雨・秋雨

季を含め,六つの季節が認められる。 しかしこの

ような季節区分が明らかにされている地域は, グ

ローバルにみると限られていた。

近年気象衛星からの雲データや,高層の気象観
測データが, 日単位でグローバルに得られるよう

になり,従来は困難であった月より細かい時間ス

ケールでの季節変化の研究を, グローバルに行え

る可能性がでてきた。

松本は,文部省科学研究費重点領域研究「衛星
による地球環境の解明」 (研究代表者 :高木幹雄

東京大学生産技術研究所教授)の申で, これらの

新 しいデータを使用し, グローバルな季節変化を

検討した。その結果,熱帯地域の季節変化として,
1年に11回の大きい変化時期が見いだされた。ま

たこれらの熱帯の変化と密接な関係が,東アジア

地域の季節変化には認められ,北アメリカ大陸で
は,認められなかった。 松本 淳, 5月 (地理 )

鶉超低速ミュオン建屋の完成 中間子科学研究セ
ンターの高エネルギー物理学研究所分室において

建設が進められてきていた新実験室「超低速 ミュ

オン建屋 (別名 :中間子科学第 2実験棟)Jが予
定通り完成をみた。引続き平成 1・ 2年度に製作

した特別設備「 ミュオン実験装置」の搬入設置も

ほぼ完了している。この実験室では, ブースター

陽子シンクロトロンからの陽子ビームを導く専用

のビームラインが設けられて,途中に置かれた超

高真空下で加熱されたタングステン薄板から熱エ

ネルギーミュオニュウム (正 ミュオンと電子の水

素原子状東縛状態)を大量に生み, レーザーを用

いて正 ミュオンを解離し,超低速 ミュオンビーム

を発生させる。

早ければ今夏にも,本格的テスト実験がスター

トする。 永嶺・西山 。三宅・岩崎・坂元・福地
・石田, 5月 (中間子 )

鶉銀河系中心核を取り巻く巨大な分子雲複合体

私たちの銀河系の中心核が小規模ながらクェー

サーなどと共通点を持った活動性を示すことから,

その「エンジン」 (中心に存在するエネルギー放

射機構)お よび「燃料」 (中心核の活動を支える

ガス)の供給メカニズムの解明に期待が集まって

|
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いる。

天文学教育研究センターおよび天文学教室の電

波天文グループが,国立天文台野辺山 (NRO)
と協同で建設を進めてきた東大一NR0 60卸 サ

ブミリ波サーベイ望遠鏡は,1991年 1月 より5月

にかけて銀河系中心部の一酸化炭素COの J=2
-1輝線 (波長 1.3 11ul)に よる世界初の広域マッ

ピング観測を行い, そこに広がり約1300光年,質

量が太陽の約 1億個分という巨大な分子雲複合体

をとらえた。これは,銀河系の中心から離れた円

盤部に多数見つかる「巨大分子雲」数 100個分の

質量にあたり, その巨大な質量がどのように申心

の「エンジン」を働かせるのか, その質量はどこ

からどのように集まってきたかなどの新たな問題

を提起している。 岡・長谷川・林・半田・阪本
・望月, 5月 (天文 。天文研)

《受 賞 関係 》

鶉 CassOn教授にVeblen賞 寄付講座初年度の招

聘教授として,昨年 9月 から11月 まで当教室に滞

在されたカリフォルニア大学バークレー校の

Andrew」.Casson教授は,帰国後,1991年度アメ

リカ数学会 Oswald Veblen賞 を受賞された。 こ

の賞は,1964年に始まり,幾何関係の優れた研究

者に与えられるもので, これまでに, フィールズ

賞受賞者 4名を含む12名の研究者が受賞している。

5月 (数学)

蒻坪井助教授に幾何学賞 当教室の坪井俊助教授
は, 1991年度日本数学会幾何学賞を受賞された。

同助教授の「葉層構造論Jに関する深い研究が認

められたものである。同時受賞者は大阪大学の竹

内勝教授であった。 4月 (数学 )

「理学部研究ニュース」欄に掲載のそれぞれ

のニュースの詳細については,年次報告等に紹

介されておりますので,該当の教室・施設 (ニ

ュース末尾の ( )内 )に連1絡 して下さい。
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《言ト 幸長 》

永 田 武先生を悼む

東京大学名誉教授,理学博士永田武先生には去

る6月 3日 に逝去されました。享年77歳で した。

先生は昭和11年 3月 東京帝国大学理学部物理学

科を卒業され,地震研究所助手,理学部助教授を

経て,昭和27年本理学部教授に昇任されました。

以後,昭和48年 9月 新設の国立極地研究所の初代

所長に就任されるまで,約32年間,本学理学部地

球物理学科及び大学院に於て学部ならびに大学院

生の教育に尽くされました。

この間,先生は地球電磁気学および超高層大気

物理学の各方面にわたる幅広い分野の研究・教育

に専念し,先駆的業績を残されるとともに,卓越

した指導により多くの人材を育てられました。特

に,熱残留磁気の発生機構の実験的解明により,

昭和26年に日本学士院賞,昭和43年には東洋 レー

ヨン科学技術賞を受賞しておられます。このよう

な岩石磁気学の一連の研究のほか,地球磁場分布 ,

地域異常,永年変化, また地球周辺の電離圏・磁

気圏に起因する地球磁場変動の研究にも力を注が

れ,数多くの論文を発表 しておられます。東京大

國 分    征 (地球惑星物理学教室)

学における科学行政,研究教育の運営に関しては,
理学部における御活躍のほか,宇宙航空研究所の

設立推進への御尽力とともに,併任教授として同

研究所の発展, ひいては宇宙科学の発展につくさ

れました。

学外のご活躍に目を向けますと,国際地球観測

年の南極地域観測の開始に際して,国際的,国内

的な体制整備に参画するとともに,第一次から第

二次までの南極地域観測隊長として直接昭和基地

の建設や観測活動の指導にあたり, その後の南極

地域観測・研究の礎を築いたことは普く知られて

おります。また,昭和59年 12月 のご退官まで11年

間にわたり,極地研究所長として一貫 して南極地

域観測事業・学術研究推進のため尽力されました。

また,国内における学術行政でのご活躍につい

ては,文部省測地審議会会長,火山噴火予知連絡
会会長などを務められ,地球物理学,電波科学,宇

宙科学・宇宙開発, 南極観測など, 日本学術会議,

文部省,科学技術庁,気象庁などの各種委員会に

広く参画し,多 くの分野の振興に心を砕いてこら

れました。国際学界においては,国際濃1地学及び

地球物理学連合傘下の国際地球電磁気学・超高層

大気物理学協会の会長を務め)ま た国際学術連合

の南極研究科学委員会の副会長を務められました。

このような先生のわが国の学術の進歩・発展ヘ

の貢献により,昭和49年 11月 には,文化勲章を受

賞,58年には日本学士院会員に選ばれ,60年には,

勲一等瑞宝賞を授与されました。先生の研究業績

が国際的にも高く評価されていることは,米,英 ,

独の学協会から外国人会員に推薦され, また名誉

●
|
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0

博士号を受けていることからも明らかであります。

昨年11月 私が南極へ出かける際,毎年船の見送

りには行くということで,〔 しらせ〕まで元気な

お姿を見せられました。その後体調を崩ずされ入

院されたと伺い, 南極で心配していました。この

32次南極地域観測隊の夏の間の大きな仕事として,

大気球の南極周回実験を行うことになっておりま

したが, 12月 25日 に打ち上げた 1号機は,長時間

の南極上空での飛翔に成功し, 1月 9日 始めて南

極周回を達成しました。先生は,病床にあったに

もかかわらず, この3月 の学士院の例会でこの実

験結果の報告の労を取って下さり, この報告は学

士院の紀要に掲載されました。帰国の翌日3月 29

日に病院にうかがった時には, もうすぐ紀要にの

ると云って, ゲラ刷りを見せてくれましたし, こ

の 4月 に改組された地球惑星物理学科のことなど

にも関心を示されておりました。以前にも増して

の南極観測や研究へのご関心の深さに改めて感激

致しました。

先生は,〔大将〕と呼ばれるおつかない先生と

してある年代の地球物理の卒業生には記憶に残っ

ていると思います。私の大学院時代には,ゼ ミで

しごかれ, monthly repoFtと いう毎月の報告に悩

まされたこともありました。学会が近くなり日曜

日に大学に顔をださないでいると,雷が落ちると

いう経験も思い出されます。先生の野球好きは有

名で,当時の 4年の学生は必ず先生を筆頭とする

永田研究室の人達と試合をする習慣がありました。

浅野地区には,地球物理の木造の建物くらいしか

なく草原でしたが,そ こでの練習や御殿下グラン

ドでの先生の活躍ぶりはまさに 〔大将〕の名にふ

さわしいものだったと思います。また,先生は大

の巨人フアンであり, 巨人が負けたときは近寄ら

ない方がよいといったおっかないばかりではない

稚気を感じさせる面もありました。

晩年は,辛辣なことはおっしゃらず穏やかに我

々若いものに接してくださるようになり,先生か

ら地球物理学科創設の頃のことや国際地球観潰1年

の準備の苦労話でもお聞きしたいと思つておりま

したが, この言卜報に接し,残念でなりません6こ

こに,先生の生前の幅広い分野における大きな足

跡を偲びつつ,心から先生のご冥福をお祈り申し

上げます。

110
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《学部消息 》

3月 20日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題
{1)人事異動等報告

12)奨学寄附金の受入れについて

13)物品寄附の受入れについて

に)平成 2年度卒業者の決定について

0 学部学生の休学について

G)学部研究生の入学について

17)学部研究生の期間延長について

8)平成 3年度受託研究員の受入れについて

19)平成 3年度民間等との共同研究受入れについて

10 スペクトル化学研究センター規制の制定について

0〕 人事委員会報告

lla 会計委員会報告

03 企画委員会報告

OJ 理学院計画委員会報告

CD スペクトル化学研究センター長の選出について

10 その他

専 攻

物 理 学
物 理 学
論 文博 士

論 文博 士

氏

時 崎
吉 田

市 ′‖

佐 藤

論 文 博士  HiOe Willy

論 文 博士  多 田 哲 也

4月 17日 (水 )定例教授会
理学部 4号館 1320号室

議 題

{1)人事異動等報告

12)平成 3年度私学研修員の受入れについて

13)教務委員会報告

(4)人事委員会報告

(5)会計委員会報告

G)企画委員会報告

(71 理学院計画委員会報告

(81 会計委員会委員の選出について

19)そ の他

5月 15日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題

岨)人事異動等報告

② 奨学寄附金の受入れについて
(3)物品寄附の受入れについて

(4)人事委員会報告

(51 企画委員会幸風告

崎)理学院計画委員会報告

(7)その他

理 学 博 士 学 位 授 与 者
平成 3年 2月 21日 付学位授与者 (10名 )

論   文   題

自己位相変調光による超高速分光法と半導体ドープガラスの緩和過程の研究

LEPに おける標準模型を超える新粒子探索

循環ノヾイプライン計算機FLATs2の 研究
最適化コンノヾイラによる循環パイプライン・コンピュータにおける並列化の研

究

量子磁束パラメトロン :単一量子超伝導論理デバイス

非品質As2 S3における光誘起準安定状態

モメ授教
入

0

Ql

士
心

也
　
一　
久

高

哲

周

三
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専 攻  氏 名    論 文 題 目

論 文博 士  高 藪   出  温帯低気圧の効率的発達のメカニズムに関する研究
論 文博 士  石 橋 純一郎  中部沖縄 トラフ背弧海盆海底熱水系の地球化学的研究
論 文博 士  松 本 哲 一  同位体分別補正法による第四紀火山岩のK― Ar年 代測定―測定法の開発と御

獄・阿蘇火山への応用―

論 文博士  斉 藤 早久良  二本鎖RNA依存性プロテインキナーゼの細胞内レベルの調節機構に関する研
究

〔平成 3年 3月 15日 付学位授与者 (9名 )〕

地球物理学  波 谷 雅 信  伊豆海嶺上で生じる内部潮汐 一 観測とモデリング
地‐球物理学  上 嶋   誠  ネットワークMT法による北海道中東部地下電気伝導度構造の推定
人 類 学  足 立 和 隆  ヒトの直進二足歩行における足底圧分布に関する実験的研究
相関理化学  荒 尾 知 人  藻類の多不飽和脂肪酸含有脂質およびその生合成

●

0    論 文博士  寺 田   至  スピノル上の双対対に対応するRobinson_Schensted型 対応
論 文博 士  矢ケ崎 えり子   (2× 1)および (1× 1)Pt(HO)面 上におけるエチレンの挙動 :吸着 ,

分解および水素との共吸着

論 文博士  寺 尾 富 夫  イネ・クロロフィルb欠損変異株の光エネルギー捕集系

論 文 博 士  角 和 善 隆  足尾・美濃・丹波帯の三畳 一 ゾュラ紀層状チャートの堆積岩石学的・地球化
学的研究

論 文博士  大 串   融  伊豆大島における過去の地表風化作用により生成した粘土鉱物

〔平成 3年 4月 22日 付学位授与者 (5名 )〕

論 文 博 士  柴 山 悦 哉  オブジェクト指向方式による並行システムのモデル化に関する研究
論 文博 士  岡 本 裕 巳  フェムト秒時間分解コヒーレントラマン分光法による分子の振動緩和の研究
論 文博 士  沢 辺 恭 一  MgO表面への化学吸着及び吸着サイトに関するab initio分 子軌動法による研究

論 文博 士  森 沢 幸 子  サケ科魚類における精子運動能獲得機構の研究

論 文博 士  森 田 龍 義  タンポポ属の種生物学的研究 ―一Mongolica節 ,Ruderalia節 を中心に 一

〔平成 3年 5月 27日 付学位授与者 (5名 )〕

論 文博 士  中 島   啓  ALE空 間上の反自己双対接続のモジュライ空間

論 文 博 士  高 村 禎 二  自由曲面の形状モデリングに関する研究

論 文 博 士  水 谷   亘  走査型 トンネル顕微鏡及び分光法による吸着物質の測定
論 文 博士  金 城 典 子  担子菌類の脂質成分に関する研究
論 文 博士  西 山 敏 夫  再構成コラーゲン線維ゲル内培養におけるヒト皮膚線維芽細胞の特徴

〔平成 3年 3月 29日 付修 了者〕

数   学  志 村 立 矢  S4の 拡張及び中間論理に対するカット消去定理の成立するゲンシェン式体系
数   学  堀     正  2次のジーゲル・ウェーブ形式に付随したアンドリアノフのL関数
数   学  大 場   清  安定曲線のモジュライ空間の高次元輪体
数   学  神 山 靖 彦  インスタントンとモノポールの上の荒木・工藤作用素

数   学  島 田 伊知朗  シリングー写像について

数   学  橋 □ 徳 一  アノソフ葉層の区分的に線型な表現

-35-



専 攻    氏   名 論 文 題 目

数   学  本 多 尚 文  不確定特異点を持つ極大過剰決定系の構造と解について

情 報 科学  クリシナンディパ  CADの ためのメタデータモデルの設計と実現
情 報 科学  買  小  華  GALAXYオ ペレーティングシステムにおける多重化されたデータの並列性

と一貫性の制御

情 報 科学  シンハ プラデイープ GALAXY分 散OSにおけるデータ共有機構
コマール

物 理 学  赤 坂 展 昌  kHz帯 連続重力波のための共振型アンテナ

物 理 学  大 澤 一 人  格子転位のバイエルス応力の計算
物 理 学  藤 平 威 尚  単一モ■ドレーザーのパルス発振におけるカオスとその発生機構

物 理 学  若 原 祥 史  強磁場中の熱い電子の伝導の理論
物 理 学  秋 山 英 文  CuClに おける励起子ポラリトン及び励起子分子のピコ秒時間分解分光

物 理 学  浅 川 正 之  超相対論的原子核衝突におけるクォークグルーオンプラズマ形成とレプトン対
生成

物 理 学  有 馬 正 樹  π・核子 S波共鳴とη・核子相互作用の研究

物 理 学  磯     暁  3次元場の理論におけるボソン・フェルミオン変質
物 理 学  市 村 厚 一  ポリジアセチレンの時F・3分解分光

物 理 学  伊 藤   啓  幼虫,蛹期のショウジョゥバェ中枢神経系の発生

物 理 学  伊 藤 伸 泰  モンテカルロ法によるイジング模型の研究

物 理 学  今 井   卓  高温超伝導体における63cu核スピンー格子緩和

物 理 学  梅 木   誠  パラメータ励起された表面波の分岐解析とカオス

物 理 学  尾 形 修 司  高密度宇宙プラズマのモンテカルロシミュレーション:固化,一 輸送,お よび核
反応

物 理 学  小田島 仁 司  分子の回転緩和過程における共鳴関数の効果
物 理 学  小 野 瑞 城  1次元以下の次元における開弦模型の非摂動的取り扱い

物 理 学  影 島 博 之  LCAO近 似を越えた走査 トンネル顕微鏡・走査 トンネル分光の理論的シミュ
レーション

物 理 学  小 林 一 昭  第一原理分子動力学法によるSi 00D表面アルカリ吸着系の電子状態と構造最
適化

物 理 学  近 藤 秀 治  科学衛星「ぎんがJに よる微弱 X線源のサーベイ

物 理 学  鈴 木 慶 子  カミオカンデⅡにおける超新星ニュートリノの探索

物 理 学  高 橋 卓 也  球状蛋白質の解離基pKa値に対する静電的効果

物 理 学  瀧 澤   聡  第一原理計算による貴金属 ――遷移金属合金の相安定性の研究

物 理 学  多 田   司  2次元重力と行列模型-2行列模型の解析―

物 理 学  田 中 和 廣  相対論的多体問題における中間子伝播関数の構造

物 理 学  生 家 琢 磨  半導体超格子における電子―フォノン相互作用の理論

物 理 学  手 塚 好 弘  アルカリ金属及び水素の吸着したSi(111)表面の角度分解光電子分光

物 理 学  中 澤 康 浩  高温超伝導体Ba2 YCu3 0yの比熱―酸素量依存性と不純物効果

物 理 学  中 村 岳 史  ラット・フィブロネクチン遺伝子の転写制御因子の同定と固相化プローブを用
いた精製

物 理 学  沼 田   乾  非標準模型的なWWα およびWWZ結合の現象論的影響
物 理 学  野 原   博  超対称戸田理論による拡張された超共形代数の導出

0)

0
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専 攻  氏 名    論 文 題 目

物 理 学  針 谷 喜久雄  ドーフされた共役高分子の電子状態と金属転移

物 理 学  福 島 章 雄  3 He薄膜の強磁性

物 理 学  村 山   斉  」LCにおける対称性を破る物理の探究

物 理 学  山 口 敦 史  準周期超格子における励起電子のダイナミクス

天 文 学  青 木 哲 郎  横向き渦巻銀河N C C 891の 近赤外線撮像観測

天 文 学  秋 山 和 英  大マゼラン星雲の球状星団の偏平率の時間的変化について

天 文 学  海老澤   研  ぎんが衛星によるブラックホール候補天体のエネルギースペクトル研究

天 文 学  神 戸 栄 治  Be星ぢOphにおける短時間線輪郭変化と準周期的質量放出の関係について
天 文 学  村 田 泰 宏  オリオン分子雲-1の構造と力学 :野辺山ミリ波干渉計による高空間分解能観

測

地球物理学  洪  鉄  勲  対馬海峡の潮位変動に及ぼす台風の影響について

地球物理学  佐 柳 敬 造  太平洋,大西洋,及びインド洋の海洋地磁気異常の 2次元インバージョンから

求めた大洋底の磁化強度分布

地球物理学  鳥 越 紀 子  頑火輝石球粒隕石のルビジウムーストロンチウム内部等時線年代測定
地球物理学  今 西 祐 一  存否スペクトル解析法の理論と地球自由振動へ1/J応用
地球物理学  久 家 慶 子  深い地震の非ダブルカップル成分の研究
地球物理学  中 西 正 男  西大平洋における中生代磁気異常縞模様に基づく拡大系二重点のテクトニクス

地球物理学  二 神 常 商  鉱物への希ガスイオン照射実験と宇宙化学的意義

地球物理学  室 町 幸 雄  地球史を通したコア・マントル間の科学的相互作用

地球物理学  安 田   敦  上部マントル条件下における酸素雰囲気のキャラクタリゼーションおよび海洋

地殻物質の融解過程

地球物理学  渡 邊   了  流動状態における部分熔融体の構造変化

化   学  石 井 由紀子  ニトロ基を含む光酸化還元反応

化   学  石 田 尚 行  安定ニトロキシドラジカルを有する共役ポリマーの合成と磁気的性質

化   学  大 塚 晃 弘  直鎖アルキル基を持つ低対称テトラチオTTF化合物に関する研究

化   学  北 島 富美雄  炭素質およびユレイライト隕石の炭素質物質

化   学  酒 井   潤  X線小角散乱及び赤外吸収によるフィトクロムの分子構造と発色団構造変化に

関する研究

化   学  野 口   巧  光合成系に含まれるカロテノイドの励起一重項状態とその機能に関する分光学

的研究

化   学  橋 本 正 人  多次元錯体ホスト構造におけるα,ω ―ジミノアルカン及びテトラシアノニッ
ケル (■ )酸イオンの連鎖配位異性

化   学  問 瀬 一 彦  金属表面上に化学吸着した分子の価電子励起に起因する紫外レーザー刺激脱離

の研究

化   学  吉 田   弘  ポリエン鎖の振動解析

化   学  劉  叢  強  中国大陸下における上部マントルの化学進化

生 物 化 学  藤 原   純  ヒトtPA(組織プラスミノーゲン活性化因子)遺伝子の発現調節領域の解析

生 物化 学  藍 澤 広 行  微小管結合タンパク質MAP― Uの構造と機能

生 物化 学  郷   正 博  キイロショウジョウバエ中枢神経系における発生段階特異的な抗原

生 物化 学  柴 垣 芳 夫  酵母mRNAキ ャッピング酵素の構造と機能
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専 攻  氏 名    論 文 題 日

生 物 化 学  中 尾 啓 子  神経系及び筋肉の形態形成に影響を及ぼすキイロショウジョゥバェ致死突然変
異 1(21 K N 13の遺伝学的解析

生 物 化 学  春 木   満  アミノアジル tRNAの Aサ イド結合におけるポリペプチド鎖延長因子Tuの
役割

生 物 化 学  東   伸 昭  マクロファージ活性化機構の研究
生 物 化 学  星   美奈子  増殖刺激で活性化するMAPキ ナーゼの性質と機能
生 物 化学  前 田 達 哉  分裂酵母の増殖・有性生殖過程制御におけるCAMP経 路の役害1
生 物 化学  八 木   健  胚性未分化細胞を用いた相同的遺伝子組換えによるfyn遺伝子欠失マウス作製 ,

に関する研究

動 物 学  大 高 千 秋  細胞内共生系の生理学的,分子生物学的研究
動 物 学  高 橋   雄  マウス唾液腺上皮の分枝形態形成における細胞外基質と成長因子の役害リ
動 物 学  段  存  明  魚類の骨成長における成長ホルモンの作用機序
動 物 学  兵 藤   晋  下垂体神経葉ホルモンの前駆体遺伝子の発現に関する比較内分泌学的研究
動 物 学  山 田   章  アクチンフィラメントの運動に対する太いフィラメントの極性の影響
植 物 学  天 野   誠  マンネングサ属キリンソウ亜属植物の細胞分類学的研究
植 物 学  工 藤   栄  湖沼における寄生鞭毛菌類によるプランクトン珪藻 (AsteriOnella fOrmOsa

Hass.)の 個体群密度調節機構の研究

植 物 学  是 枝   晋  アカバンカビ・アデニル酸シクラーゼの遺伝子構造と機能
人 類 学  河 村 正 三  高等霊長類における免疫グロブリンアルファ遺伝子の進化
地 質 学  芦   寿一郎  南海 トラフ付加体の構造と水理地質
地 質 学  倉 本 真 一  日本海の音響学的層序とその熱構造およびその構造発達について
地 質 学  田 村 芳 彦  伊豆半島白浜層群の火山岩類の定置様式と岩石学的成因
地 質 学  千 葉   聡  小笠原諸島における陸貝 Mandarinaの 進化
地 質 学  山 下   茂  日本海大和海盆の背弧リフト活動に伴う玄武岩質マグマの生成過程
鉱 物 学  倉 中   聡  LaNi5合 金の金属組織と結晶化学―Coの置換及びZr,Al添加の組織と構

造に及ぼす効果―

鉱 物 学  齋 藤   潤  南極産ユレイライト隕石の鉱物学とその形成機構推定に関する研究
地 理 学  廣 遷 真 澄  富栄養化した汽水湖での窒素循環における懸濁物食性二枚員の役割
相関理化学  石 井 久 夫  シリコンおよびその吸着面の準安定原子電子分光
相関理化学  坪 井   滋  ヒマ (Ricinus cOmmunis L)に おける非特異性脂質転移タンパク質
相関理化学  二 宮 京 子  雄マウスの性誘引物質およびその効果に関する行動学的研究
相関理化学  藤 村   陽  ファン・デア・ヮールス分子の分子内反応及び光分解による化学反応の立体動

力学的研究

相関理化学  宮 本 健 司  認知発達の計算理論―視覚系発達を中心にして一

c,
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官 醐

″

″

地‐撃.惑‐墨

地  費   ″
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化  学 彗審翼任  皿 上 舞評
鼈  質'瞳   管  権 繹―讐 手

褥 澪  慎
露 務 割 事 務 官 回 轟 正 明

数  学   ″   前 田‐萎也手
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事 蓄 郭 学務壼腫 鷹 IF・ 熙 蠅|
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所 属    官 職    氏   名   発令年月日  異動内容    備      考
事 務 部  図 書 掛 長  西 田 恵 子   3 4 1  配 置 換  教育学部附属学校へ

物   理  事 務 主 任  蔵 薗 希 望    ″    転  任
  嚢薦酪雷標費更

管理部契約課

事 務 部  用度掛主任  高 柳 安 雄    〃    配 置 換  附属病院管理課給与掛給与主任ヘ
″    事 務 官  上 原   功    ″      ″   経理部へ (文部省大臣官房会計課

併任)

″      ″    小 貫 雅 彦    ″    転  任  学術情報センター会計課へ

数   学    ″    須 永 雅 子    ″    配 置 換  附属図書館情報管理課へ

情   報    ″    渡 邊 将 敏    〃      ″   文学部ヘ

事 務 部  学 務 主 任  石 崎 雄 三    〃   昇  任  専門職員より
気候センタ  事 務 主 任  渡 森   一    ″    配 置 換

  饗昇恩貢蟹り
務課

―準備室

事 務 部  専 門職 員  笹 尾 昭 信    ″     ″   海洋研究所総1務課
専門職員より

″    人 事 掛 長  大 木 幸 夫    ″     ″   演習林庶務掛長より
″    図 書 掛 長  佐々木 久 子    ″    昇  任  新聞研究所附属新聞資料センター

より

″    経 理 掛 長  佐 沼 繁 治    ″      〃   附属病院管理課用度掛契約主任
より

物   理  事 務 主 任  柳 沢 久 男   ″   配 置 換  経理掛長より
化   学    ″    平 尾 宣 子    ″    昇  任  事務室主任より
植   物    ″    鈴 木 美和子    ″      ″       ″

気候センタ  研 究 協 力  梶   正 治    ″      ″   人事課任用第一掛主任より
―準備室   掛   長
事 務 部
  撃 ミi程   

斉 藤 岳 巳    ″    配 置 換  地震研究所管理掛主任より

″    経 理 掛  渡 辺 和 子    ″      ″   経理掛主任より
科 研 主任

″    用 度 掛  西 澤 明 生    〃    昇  任  用度掛より
契 約主任

″    用 度 掛  小 山 久美子    ″      ″   農学部農芸化学科より
物 品主任

地   質  事務室主任  岸   美枝子    ″      ″   地質より
植 物 園  主   任  高 橋   仁    ″    配 置 換  司計掛主任より
事 務 部  技   官  渡 邊 隆 之    〃      ″   植物園より
天   文  事 務 官  安 田 正 子    ″      ″   事務部より
事 務 部   ″   野 場 琢 也   ″   採  用
″    ″   柳 澤 高 広   ″    ″

〃    ″   |‖ 口  司   ″    〃

数  学   ″   川 島 香 絵   〃    ″

″    ″   山 崎 直 子   ″    ″

物  理   〃   渡 辺 陽 子   ″    ″

化   学    ″    久 保 志津香    〃      ″

″      ″    我 妻 美弥子    ″      ″

植 物 園  技  官  小 牧 義 輝   ″    ″

―

型
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所 属
気候センタ
ー準備室

地 球 惑星

スペクトル

官 職
事 務主 任

研 究 協 力
掛   長

事務室主任

事 務 官

氏

渡 森

梶 正  治

川 村 正 義

発令年月日  異動内容
3412 配 置 換

備     考
気候システム研究センター
事務主任へ

気候システム研究センター
研究協力掛長へ

附属地球物理研究施設事務室主任
より

附属地球物理研究施設より

附属分光化学センターより

官技 吉 田

高 橋
逆 井

栄

兵 部

章 子

外 国 人 客 員 研 究 員 報 告

●
所 属  受入れ教官

情報科学科 國 井 教 授

国籍    氏   名

中
黄金昌
Ly,シ nt∫heng

BOHM,Helga
Maria

LIPOWSKI,Adam

BUCHMANN,
AlfOnS」ohann

ZENG,Ze Gen
鄭 澤 根

QЪ
ttu 魯

SAHOO, Sarata
Kumar

現    職

中国科学院自動化
研究所助教授

ヨハネスケプラー大学理
論物理学研究所助手

ァダムミッキーウィック
ツ大学助手

チュービンゲン エバー
ハードカールズ大学助手

重慶建築工程学院教授

内蒙古大学 講師

インド技術研究所研究員 平 3 410～
平 31231

台北国立中山大学海洋資 平 3 618～
源学教室 助教授    平 3 916

中国科学院遺伝研究所  平 3 510～
助教授         平3 8 9

教
済
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物 理学 科 一 丸教 授 オースト
リア

物 理学 科 鈴 木 教 授 ポーラン
ド

物 理学 科 大塚助教授 ドイツ連
邦共和国

化 学 科 田 隅教授 中華人民
共和国

化 学 科 増 田教 授 中華人民
共和国

化 学 科 増 田教 授 イ ン ド

｛
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生 物 学 科 高橋助教授 中華民国 CHEN,Yuh― Iing
Lee

生 物学 科 尾 本教 授 中
貢金昌 H余針奎
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元

千

側
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糧

村
一
　

阪

本

本

内
一

抹

平

木
・
境

酬

祐

一松

・断

1議 原 仁 忠

小.林 直 樹

47j跡 嚢‐:軸

月 岡 解 人

吉 護 雌 ―‐

官 塵 高 1患

池 田 蓄 也

1近1藤 玲 子

図 島 轍 鉦

上 霞 行 信

網|"1屋 也
1計 上 岳 1生

薦 谷 奥 生

1太 鳴 由 妻

守  真螂
髯 卦 聾 修|

大 上 雅 菫.

4督固  勝
調 地 葦 I―li

後 轟 秀 徳

鴎 轟 雄郵

興 は1罹 志

申 尾 彰 宏|

長.6  豪‐

久‐蘭 菫 人

三 井 燿 夫

山 崎 緒 司

離 野 正 明

ホ ‖1大 八‐

森  孝 越
石 崎 甦 尚

大 津 薔 艤

膠‐醸 拓 郎

本:野 1日 麟|

齋‐蕪 奮 彦

甚1風 霙 也|

1田 口1 膚
=聾
議

中 山 ‐ 1疇

医1臓1正 編

平 山 昌 沿

二黙 挿 二‐

山 本 麟 人

平成 2年1度 平‐成3年 31月 28曰卒業者氏名

葱 島 尚 芯

:二十湖 離 紀

ホ 村 1辟郎
鷲   働 季
壕  信i輔 ヽ
平1野 未 郡

球1呑 云 則

lJJ崎  普

薮‐ 攀  糾
宙鞠 llF一

1石

"1佳

1弘

高 水  羹
彬 恭 祢』

都 簗 正 :男

徹 聞 慶 明|

歯 崎 承 咆

■ 風 裕 一

準 椰 ■ 学 河

櫂 松 理 菖

坂1口 1尚
‐也

立 石 慇.Tll

l中 嘉 隆‐2
蒸 目 広 綺

青:叙 康■之

物 理 学 科

板 橋 薄 痣

下 村 尚 滞

阿波如  1驚

卦 上 慶 縫

大1剰   巧|

1勝 y. .等 :

芭 池 達 置
‐

鷺 本 成 彦

蒲 水 鏃 也

辻:樹 睦 俊

名‐菅  賢
候 断  1饉

深 猥 泰 ⅧI

詢
:上
轟 廊

機 山1至 お

赤 堀 次 郎

1大1塚  徹
合 襲 懲 表

‐買 積 浩・樹

中 村 機,‐

1籐 永 :正.樹
宮 洋 知 塁

大‐北   側
瀾 田 ・lLと

剛 申 康 弘

簿 囮 絡 司|

前 簾 騰 lnJl

渡 轟 工 鵡

確 回  隆
燿 未 知 醜

ま 議 大 =郎

上 曇 性 宏

岡 回 直 子

上 浦 ll●Li彦

小:鴫 薩 児.

佐 議 寿 一

案象寺 績 表

藤 糞 興 綸

橘 園 浩 一

林   道 夫
藤 本 瀧 一

大 口
‐
宏

曝 谷 洋 平

移 彙 国 由

金 手 婁 艤

籍 彗 轟 一

武 軒 秀 催

誇 瓢 高 恵

堀 雲 奨 ぶ

森 醸 紳 載

躍

業 棒 糞 幸

1高1橋   伸

千
.葉   滋

林1    議 |

蒸 El量 饗

瀬奢

,大樹久 裕 ‐美

前 野 義1蟻

釉:懸 経 夫

大 升 算t己

岡 薗 舌 ,纂

河 内 現 7-

小 答 太 郎

柴 罰 響 広

彰‐山 大 志

戸 鰺 曇 介

西 尋  大
機 上 ・rtl弘

翻 谷 霞 彦 :

安 獨 明 典

1略
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水 圏 浩 一

藉 鐘 候‐一

歯 本 1隆 硼 |

鞣‐邸 葺 椰

/1・NI林 一'造

1赳   萎 穂
招‐甲 通 業

藩 田 棄 謝

阿 蔀 葵 着

碁 永 薫 壌

礎 瘍 菱 田

道  遷 樹
回 融 商 業

曇1沢 1陽 祐

藤 ‖l讐 4_
‐ヨ 簡 1腱 1曜 |

昔 寿 量 資

縮 回  備

非 上 踵 一

tll続 籠‐子

上 墨 藝 ―

燿 餞 蓬‐螂

枷 澤  昌
抵 燿 糞野

7A■ 風  学

藤 回  締
.‖〔崎 瑾 人

樹    譲
画 鵬 具 暴

介

雲

．洋
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寿
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翻
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香

月
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・
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欄   酬1治
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」略

下 lif京 子‐

職1日1達 lllBI

小 林 宿 芝

多 田  事
根 岸 題 孤

麟 響 躍 正

新 非 剛 義

署 蘭  1直|
Jll本 昌 子

舗 恭 善 継

角 書  1潤
1厚 昌 菫.瑞

藤 森 轟 夢

森  懸 彦
恭 山 智1子‐

I伸I Jl量 響

小‐鐸 尚 孝

小 違 襲■尊

寺 贅 豊 帆

松 村 置 之

石 橋 百 撞

獅 澤  維

藤 諄 凛 理

由 恭 隆:哺

地撃 物 饉学 科

1獅   1購 二

lll 島 ,正 行

坂 本  和
国 理 清 人

自 由 澄 孝

森  健 裁

戦物学科 爛難辱詢

今 纂‐ 純
本 村■薔太郎

藤 朦 呻

伊 藤 孝 士

1咄 村 陽 司

癬 慮  青
稼 奉 護‐仁

藤 非 千華子‐

山 恭 圭 審

会骰 霧 郎

岡,時 憲 計

:斎
‐藤 雅 一

Ell島 見1薯

申 薪 孝 ―

lLm井 総 鰹
増 皿  聡
森 奉 獲 細

上 野 晟1和

構 田  馨
鈴 木  聾
中1谷 :工1生

慶 寿 椰 手

麗襲

岩 田 正 洋

閥 恭 寝 治

‐坂 本 将 饗

麟 辮 勁 表

中 桐 ‐孝 患

穂 鷲   猪

万 丸 慕 訴

山 暉 散 羹

錦

伊‐藤 IIE=橿

大 塚 浩 文
‐曹 野 文 雄

担 馬 貴
.昌

上 寿 孝 次

半 澤 雛

舟 罹 工 簡

1森1岡 余 子

渡 轟 総悧

堕 物 fL学 科
山 下   盤

′lⅧ綺   暇

坂 華  難
中 国 塁‐和

三 蝠 ゃ 掴

岬 .(動物学)

締 井 一 麒

宍 戸 知 待

一科一ヒ

子
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国
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水
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荼
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濡
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屋

小
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井

期 倉 1脇 7・
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平成 3年度科学研究費補助金採択 (内定)さ る

本年度科学研究費補助金の交付申請に対し, 4月      理学部関係の申請件数および採択件数は次表のと

26日付で,本学事務局経由により同補助金の採択     おりで,総額 979,00o.000円 (遺伝子実験施設

(内定)の通知がありました。 (特別推進研究(1),    900,000円 :外数)で した。

(21は 7月 下旬交付内定のため未定)

平成 3年度科学研究費補助金理学部申請・ 採択件数一覧表

平成3 6 1現在

昨年は,申請件数 485件 ,採択件数 279件 ,採択率 5752%であった。

( ) 継続申請 :内数   ○ 遺伝子実験施設 :外数

瀞 く

分
申請件数

採 択 件 数
採 択 率

新 規 継  続 計

特 別 推 進 研 究 (1)

特 別 推 進 研 究 12)

が ん 特 別 研 究 (1)

が ん 特 別 研 究 12)

重 点 領 域 研 究 (1)

重 点 領 域 研 究 12)

総 合 研 究  A

総 合 研 究 B

一 般 研 究 A

一 般 研 究 B

一 般 研 究 C

奨 励 研 究 lA)

試 験 研 究 A(1)

試 験 研 究 A12)

試 験 研 究 B(1)

試 験 研 究 B12)

2

5(3)

1

5

23

67

26(8)

9

28(13)

68(24)

82(16)①

86①

2(1)

1(1)

lo ( 3)

25( 2)

0

3

19

29

5

7

3

11

30

44①

0

7

1

1

2

.2

0

3

19

29

12

7

16

35

45

44

1

1

4

6

①

0 %‐

60 0 %

82 6 %

433%

461%

77 7 %|

571%

514%

54 8 %

511%

50 0 シ
`

100 0 シι

400%

24 0 ,イ

計 440(71)② 157① 222(D 5138%
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2月 18日 , 3月 18日 と4月 15日 に理学部長と理学部

職員組合 (理職)の定例の学部長交渉が行われた。そ

の主な内容は以下の通りである。

1.職員の昇格・昇級等の待遇改善について

2月 交渉で理職は,特昇の選考基準について質問し

た。学部長は,教室主任からの推薦を尊重して理学部

としては推薦を行っている。以前教室主任をやってい

たときの経験では,「公平の原則」を8、 まえて,ロ ー

テーションで全員に平等に渡るように行っていた,と

答えた。理職が,15%の人に特昇を行うということだ

から,約 7年に一度ということになり,勤続35年とし

て単純計算によれば 5回か 6回の特昇があるはずだが ,

4回 しかないというような原則はあるのか,と尋ねた。

事務長は,そのような原則はない,と 回答した。 3月

交渉で理職は,事務主任任用の要望書を提出し,ほぼ

同じ条件で採用されて39才で係主任,41才 で係長にな

った人と比較してかなり給与の差がついていることか

ら,早急な努力を要請した。また, 3級 の高位号俸者

の係主任任用についても要望をした。事務長は,以前

に要望書を提出しており,こ れとも併せて引続き折衝

を行って努力していく,と 回答した。理職は,技術・

図書職員の昇格推薦の要望書 (2月 8日 提出)の とお

り,もれなく推薦をお願いする,と要請した。事務長

は,全員の推薦を行う,と 回答した。 4月 交渉で理職

は, 3名 (事務主任 2名 ,事務室主任 1名 )の昇任に

ついて感謝の意を表した。事務長は,退職者と差し引

き事務主任定数が 1増 となったことについて,属人的

なものではなくポストがきたものであると述べた。ま

た,理職は今回の昇任発令者の昇級について,出来る

だけ早急に行なわれるよう努力を求めた。

2.定員外職員の定員化について

2月 交渉で理職は,定員外職員の問題について理学

部の責任に関して学部長の考えを尋ねた。学部長は,

責任は重く,定員化に向けて努力しなければいけない

と考えている,と 答えた。理職は,空きポストを定員

化用のポストとして凍結することで,理学部としての

理学部長と理職の交渉

誠意を示して欲しい,と 求めた。学部長は,特定のポ

ストを長く空けておくことは難しいとしながらも,人

事委員会に事情説明と要望を行うことを約束した。 3

月交渉で学部長は,人事委員会で,積極的な支援を行

うことを承認した。今年度中にポストが空くかどうか

は分からないが,できるだけ努力する,ま た4月 から

委員会メンバーが変わるが,引継ぎ事項として申し送

りされる,と 報告した。 4月 交渉で理職は進展状況に

ついて尋ね,事務長は本部の担当者も理解を示して前

向きに対処してくれていると回答した。

3.行 (二)か ら行 (一 )への振 り替えについて

2月 交渉で理職は,以前から要望している行l_lか ら

行llへの振替について重ねて要望した。事務長は,振

替要求の調査がきたので (2月 末文部省締め切り),

要望を出しておいた, 3月 中旬に結果がわかると回答

した。 4月交渉で理職は,こ の結果について質問し,

事務長は,残念なから今回はだめだったが,年度途中

もあり得ると聞いているので今後に期待している,と

答えた。

4.教務職員問題

2月 交渉で理職は教務職員問題について,昨年の東

京大学職員組合と総長との交渉での総長の見解の精神

は,長期在職者の待遇改善であり,全学のポストも運

用して努力しようということであったことから,その

精神を踏まえて,業績等を考慮するのではなく高位号

俸者から順に行うべきである,と 述べた。学部長は,

教官人事ではあるが特別なケースなので要望にそえる

ように努力する,と 回答した。 3月 交渉で理職は,進

展状況について質問し,学部長は,本部から調査に対

し理学部には 3名の高位号俸者がいることを報告した

と述べ,関係教室の意向のあった 2名については来年

度にはぼ同時に助手化されるだろうと回答した。理職

は,空いた教務職員のポストの運用について尋ねた。

学部長は,理学部の用意したポストの分については理

学部で運用できるが,本部から借りたものは凍結され

る,と答えた。
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5.技術職員問題

3月 交渉で理職は,全学研修について参加者を 2名

の上申したのが, 1名 になった理由を尋ねた。事務長

は,15名 の定員の所に40名の希望者があり,理学部で

は 2名のうち 1名が削られた,と答えた。学部長は,

聴講の希望を制限するのはおかしいと思うので,今後

の研修委員会の折に意見を言うと述べた。また理職は,

定年で退職される技術長等のポストの今後の運営につ

いて,早急に埋めることを要望し,現在 4級の方が多

くて主任は 4級という運用がされているが,その方達

が定年で辞められた後は主任のポストには 3級でもつ

けるようにするのかと質問した。事務長は,人数の分

布が 4級の人が非常に多いので,今後の運用は 3級で

主任になるように変わつて行くだろう,と回答した。

4月 交渉で理職は,研修の予算について質問した。学

部長は, 100万 円程度を依頼する予定である,と 回答

した。事務長は,次回の会計委員会 (6/11)で決定

するが,その前でも申請して構わない,配分方法につ

いては運営委員会で検討する,と 述べた。

6.大学院重点化構想について

2月 交渉で理職は,説明会のスケジュールを質問し

た。学部長は,職員向けのものは2月 28日から3月 1

日に行いたい,細かい事項については未だ検討中であ

るから,大筋の説明という事になるだろう,と 回答し

た。理職は,事務組織について,どの程度決っている

のか,ま た昨年度の田沢原案については,自紙撤回さ

れていると理解していいのか,と質問した。学部長は,

田沢原案をたたき台にして, 3月 ～4月 に検討を行う

予定である,と 回答した。理職は,田沢原案について

は,昨年に様々な問題点について指摘したことから,

我々の意見を取り入れられて直して欲しいと要望した。

学部長は,意見を取り入れてフィードバックしながら

検討を進めて行きたい,と 回答した。 3月 交渉で理職

は,説明会で出てきた柏キャンパスの問題について質

問した。学部長は,工学部と一緒に基礎理工学院を柏

キャンパスに作ることと広域理学専攻の一部を (特に

大型設備を使うもの)柏に移すことを計画している,

と説明した。また学部長は,大学院重点化の問題につ

いて,事務機構は4月 から理学院計画委員会の中にヮ

ーキンググループを作って検討して行き,皆さんの意

見も取り入れて行きたい,と 述べた。理職は,一号館

の中央化の問題の進展状況について質問した。学部長

は,概算要求を行う予定であり,柏キャンパスよりも

優先する,一号館の建て替えの際に事務機構に関して

も,よ い意味の合理化が出来るのではと考えている,

と答えた。 4月 交渉で理職は,中央化に伴っての事務

組織,図書・技官の組織についても改変について質問

した。学部長は,学科の事務を一つに統合化した方が

よいかということになるだろうが,基本的にはやはり

各学科に事務があった方が良いように思う,図書や技

官については一緒になった方が便利かと思う,今後検

討していく,と 回答した。

7.一時金の差別支給について

4月 交渉で理職は,教官の一時金の差別支給の選考

基準を質問した。学部長は,役職 (評議員,学内の委

員,教室主任,入試関係の委員など)に対して支給し

た,と 回答した。理職は選考基準はあまり知られてい

ないのでは,と 述べ,学部長は,今度の教授会で再度

説明を行なうと回答した。理職は,本来はあくまで役

職手当として支給するべき性格のものであり,一時金

で差別支給するのは,一種の職務評価を行なったこと

を意味する,と 述べ学部長の所見を尋ねた。学部長は,

今のやり方はあまりよくないと思う,と 回答した。
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(S.41観 お

号館名 所 属 強 名 氏 :名| 内線番号 一任 期

1 物 撃 教 授 堀 田 凱 欄 4144 3・4,1～ 43.31

2 地 理 1教 授 米 倉 伸 之 4571 3:‐ 4‐ 1～ 37.31

3 生 fL 薫 授 酒 井 彦 一 4396 3.41～ 43.34

物1製 教|‐橿 祓 宏 仁 411217 3:4.1-43‐ 鋼

51 数1学 巻 骰 大 島 利 雄 4041 ユ 41～ 4:1331

情 報 教:授 益 田 隆‐司 401019 ■ .4‐ 1～ 4.|ま 舗

4ヒ ー弓吉 化 単 教 捜 岩 繹 簾 裕 4303 31■ 1～ 4‐
‐&.31

(.2号鰭14節月糞替
‐lm物 ■人類■動物■曲

各号館 (運営委員)長‐名簿

●

-50-
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ビアパ ー テ ィー

植物園で教職員・学生の懇親会

理学部では,春の恒例行事となってぃる教職員と学

生との懇親会 (ビアパーティ)を , 5月 13日 (月 )小

石川の理学部附属植物園において開催した。

前日の雨で開催が危ぶまれたものの,当 日は打って

変わって五月晴れとなり,緑の色あぎやかな園内にお

よそ 700人の教職員と学生が集まった。

久城学部長,岩槻植物園長の挨1拶があり,鈴木評議

員の乾杯の音頭でパーティに移った。

名誉教授も交じえ,各々ビールやツマミを手に語り

合い,芝生には教官,学生の寛いだ懇親の輸がいくつ

も広がってゆき,新緑とビールを満喫して,和気調々

とした楽しい一時を過した。

●
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「受賞関係」欄について

理学部広報では,今年度から受賞関係欄を設け,理学部及び理学系研究科の先生方の活発な研究活動の一端を学

部内外に紹介することになりました。

つきましては,先生方で学会賞等を受賞された先生がおられましたら,その内容について400字程度にお纏めい

ただき,広報委員会宛にお送り下さるようお願いいたします。

なお,従来から掲載しておりますノーベル賞,文化勲章,文化功労者,学士院賞,紫綬褒賞等については,従来

どおりの扱いとして取り扱うことにいた u(ます。

また,従来,研究ニュースの欄に学会賞の受賞等が紹介されておりましたが,今回受賞関係欄を設けたことによ

り,研究ニュースの件数に含めないことにいたしましたので,ご了承下さるようお願いいたします。

広報原稿の募集について

理学部広報では,今年度からさらに内容の充実を図るため,理学部及び理学系研究科の先生方から,その時々の

話題,ホ ットニュース等について自由に投稿いただくことになりました。

原稿は特に制限はありませんが, 1,400～ 1,500字で 1ペ ージとなりますので, 2ペ ージ程度に纏めていただき

たいと存じます。

なお,投稿いただきました原稿は,広報委員会において検討のうえ採用させていただきますので広報委員にご連

絡下さい。

訂正お詫びについて

理学部広報の前号,平成 3年 3月 15日 発行 (22巻 4号)32ペ ージに誤りがありましたので,下言己のとおり訂正し,   0

お詫び申し上げます。
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「

記後集編

夏の到来を前に,ホ ットな平成 3年度理学部広報第 1号をお届けいたします。

お忙しい中を御寄稿いただいた諸先生に御ネL申 し上げます。

一昨年度からの 2色刷り表紙 昨年度からは御執筆いただいた先生の御写真

の掲載と, ますます親しみやすい広報になりつつあると編集委員一同ひそかに

自負しておりますが如何でしょうか。

今年度は,内容に一層のバラエテイを持たせることを目標に,従来の新任の

先生がたのエッセイ,研究ニュースの他に,一般の紀行文,随筆や提言など,

皆様からの御寄稿も積極的に掲載していきたいと思っておりますので宜しくお

願い申し上げます。表紙の写真にも皆様の御参加をお待ちしております。新し

い企画のアイデアも歓迎いたします。又,理学部の高い研究レベルの宣伝も兼

ねて,今年度より新たに「受賞欄」を設けました。大いに御禾1用下さい。

尚, 4月 より, 1号館の編集委員は,佐藤勝彦先生 (物理)にかわって十倉

好紀先生 (物理), 2号館の編集委員は,八杉貞雄先生 (動物)にかわって守

隆夫先生 (動物)にお願いすることになりました。佐藤,八杉両先生,長い間

御尽力有難うございました。 (内藤)

編集 :

内 藤
横 山
松 本

守

十 倉
浅 見

4600

4392

4525

4438

4206

4005

周

茂

隆

好

新

式 (ス ペクトル) 内線
之 (生 物 化 学 )

良 (地   質 )
夫 (動   物)
紀 (物   理)
吉 (中央事務,庶務掛)

印刷……………………………・…三鈴印刷株式会社
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